
各務同窓会報
No.100　　令和元年11月30日

− 1−

　

各
務
同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
ご
健
勝
に
て
ご
活
躍
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
同
窓
会
活

動
に
対
し
ま
し
て
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

学
部
長
を
拝

命
し
て
二
期
三
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
大
学

を
取
り
巻
く
厳
し
い
情
勢
の
な
か
、
力
量
不

足
の
感
は
拭
え
ま
せ
ん
が
、
引
き
続
き
、
学

部
の
教
職
員
、
そ
し
て
同
窓
会
の
皆
様
の
ご

協
力
・
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
学
部
の

運
営
を
図
る
所
存
で
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
五
月
に
法
制
化
さ
れ
た
一
法
人
複

数
大
学
制
度
に
よ
り
、
来
年
四
月
に
本
学
と

名
古
屋
大
学
は
経
営
統
合
す
る
こ
と
が
決

ま
り
ま
し
た
。
国
立
大
学
法
人
・
岐
阜
大
学

は
、
新
た
に
国
立
大
学
法
人
東
海
国
立
大

学
機
構
・
岐
阜
大
学
と
し
て
ス
タ
ー
ト
い
た

し
ま
す
。
こ
の
法
人
統
合
に
あ
た
り
、
国
内

外
の
農
学
に
係
わ
る
様
々
な
課
題
・
問
題
を

解
決
す
る
た
め
に
提
案
し
た
名
古
屋
大
学

と
の
連
携
に
よ
る
「
農
学
の
教
育
研
究
拠
点

構
想
」
が
、
同
機
構
の
四
つ
の
重
点
施
策
の

一
つ
に
位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
本

学
部
が
中
心
的
に
進
め
て
き
た
糖
鎖
研
究

の
発
展
と
し
て
「
糖
鎖
生
命
コ
ア
研
究
拠
点

形
成
」
も
重
点
施
策
の
一
つ
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
法
人
統
合
を
契
機
に
、
社
会
か
ら
の
期

待
に
応
え
、
社
会
に
貢
献
す
る
た
め
の
教
育

研
究
環
境
の
更
な
る
整
備
充
実
を
目
指
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

全
て
の
国
立
大
学
は
、
現
在
、
第
三
期
の

中
期
目
標
計
画
期
間
四
年
目
を
迎
え
、
次

年
度
の
中
間
評
価
の
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
続
く
六
年
間
の

第
四
期
中
期
目
標
計
画
の
策
定
に
入
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
一
方
で
、
少
子
化
を
受
け

て
、
国
よ
り
国
立
大
学
の
学
生
定
員
の
削
減

の
方
向
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、

教
員
削
減
も
必
至
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
第
四

期
の
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
激
動
の
時
代
に
あ
っ
て

も
、
同
窓
生
の
皆
様
の
ご
活
躍
も
あ
り
、
前

述
の
よ
う
に
自
信
を
も
っ
て
学
部
長
と
し
て

対
処
で
き
る
こ
と
は
本
当
に
幸
せ
で
あ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
三
月
に
は
、
二
年
前
に
工
学
研
究
科

と
連
携
し
て
設
置
し
た
自
然
科
学
技
術
研

究
科
（
修
士
課
程
）
の
初
め
て
の
修
了
者
を

輩
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
四

月
よ
り
連
合
獣
医
学
研
究
科
の
後
継
と
し

て
共
同
獣
医
学
研
究
科
が
発
足
し
、
鳥
取

大
学
と
共
同
で
教
育
を
行
う
共
同
獣
医
学

専
攻
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に

よ
り
、
六
年
間
の
共
同
獣
医
学
教
育
を
受

け
た
学
生
が
大
学
院
博
士
課
程
に
進
学
す

る
体
制
が
整
い
ま
し
た
。

　

本
年
六
月
一
日
に
は
、
同
窓
生
は
じ
め
各

界
か
ら
も
多
数
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
、
盛

大
に
岐
阜
大
学
開
学
七
十
周
年
記
念
式
典

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
支
援
い
た
だ
い
た
同

窓
会
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

記
念
祝
賀
会
で
は
、
本
学
部
・
中
川
智
行

教
授
の
手
に
よ
る
岐
阜
大
学
酒
・
多
望
の
春

「
岐
山
」「
曲
阜
」
が
乾
杯
酒
と
し
て
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
日
本
酒
は
、
岐
阜
県
食
品

科
学
研
究
所
と
岐
阜
県
酒
造
組
合
連
合
会

の
協
力
の
も
と
製
造
さ
れ
た
も
の
で
す
。
現

在
、
本
学
部
で
も
二
〇
二
三
年
の
本
学
部
創

立
百
周
年
記
念
式
典
に
向
け
た
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
祝
賀
会
に
お
い
て
、
さ
ら
に

洗
練
さ
れ
た
日
本
酒
「
多
望
の
春
」
で
杯
を

高
ら
か
に
乾
杯
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

同
窓
生
の
皆
様
に
も
、
ど
う
か
楽
し
み
に
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

　

昨
年
九
月
よ
り
本
学
部
校
舎
の
大
改
修

工
事
が
始
ま
り
、
第
一
期
の
Ｂ
棟
改
修
が
終

わ
り
ま
し
た
。
続
い
て
Ａ
棟
の
半
分
の
第
二

期
改
修
工
事
に
入
っ
て
い
ま
す
。
学
部
全
体

が
慌
た
だ
し
く
雑
然
と
し
た
雰
囲
気
の
う

え
、
各
研
究
室
が
待
避
し
な
が
ら
の
工
事
の

た
め
、
出
身
の
研
究
室
を
訪
ね
る
同
窓
生
の

皆
様
に
は
、
ご
不
快
・
ご
不
便
を
お
感
じ
に

な
る
と
思
い
ま
す
が
、
ご
容
赦
の
ほ
ど
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
第
三
・
四
期
と
順
調
に

進
め
ば
、
創
立
百
周
年
記
念
式
典
の
際
に

は
、
綺
麗
に
な
っ
た
学
舎
を
見
て
い
た
だ
け

る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
岐
阜
本
部
、

岐
阜
県
そ
し
て
岐
阜
大
学
が
連
携
し
て
、
美

濃
加
茂
農
場
に
「
飛
騨
牛
繁
殖
研
修
セ
ン

タ
ー
」
を
設
置
す
る
た
め
、
新
た
に
二
棟
の

畜
舎
が
完
成
し
、
三
月
に
落
成
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
現
在
、
同
研
修
施
設
の

整
備
に
向
け
増
築
改
修
作
業
を
進
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
本
学
部
Ｂ
棟
と
渡
り
廊
下
で

繋
が
る
形
で
建
築
が
進
め
ら
れ
て
い
た
岐

阜
県
食
品
科
学
研
究
所
が
完
成
し
、
四
月

に
盛
大
に
開
所
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
野
生
動
物
管
理
学
研
究
セ
ン
タ
ー
は

岐
阜
県
の
寄
附
研
究
部
門
を
中
心
に
地
域

の
鳥
獣
害
対
策
の
中
核
と
し
て
活
動
し
て

き
ま
し
た
が
、
特
に
今
年
は
、
岐
阜
県
で
流

行
が
続
く
豚
コ
レ
ラ
の
感
染
源
で
あ
る
イ
ノ

シ
シ
の
対
策
に
お
い
て
存
在
感
を
示
し
て
い

ま
す
。
農
林
水
産
省
・
山
村
活
性
化
支
援

事
業
に
よ
り
推
進
し
て
き
た
揖
斐
川
町
小

津
地
区
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
二
月

に
揖
斐
川
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
揖
斐
川
町
長
の

出
席
の
な
か
、
成
果
の
発
表
と
と
も
に
今
後

の
地
域
活
性
化
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

超
少
子
高
齢
化
時
代
を
目
前
に
、
大
学

は
極
め
て
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
向
か
い
風
に
あ
っ
て
も
、
社
会

に
本
学
部
の
存
在
感
を
示
し
、
活
発
に
活

動
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
同
窓
生

の
ご
活
躍
と
ご
支
援
の
お
陰
と
深
く
感
謝

い
た
し
ま
す
。
今
後
と
も
、
同
窓
生
の
皆
様

よ
り
暖
か
い
ご
支
援
を
賜
り
た
く
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

社会から期待され、
　社会に貢献する学部を目指して

応用生物科学部　学部長　杉山　　誠
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標
記
の
代
表
委
員
会
が
令
和
元
年
６

月
２
日
午
前
11
時
よ
り
ホ
テ
ル
リ
ソ
ル

岐
阜
６
階
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
水
野

隼
人
会
長
の
挨
拶
の
後
、
幹
事
長
と
幹

事
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

石
田
幹
事
長
が
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。
ご

来
賓
と
し
て
迎
え
た
大
藤
理
事
よ
り
、

ご
挨
拶
な
ら
び
に
岐
阜
大
学
の
現
況
に
つ

い
て
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
ご
紹
介
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

岐
阜
県
職
支
部
の
熊
崎
氏
を
議
長
と

し
て
選
出
し
、
議
事
を
進
め
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
議
事
と
し
て
は
、
平
成
30

年
度
事
業
・
決
算
報
告
及
び
会
計
報

告
に
つ
い
て
、
石
田
幹
事
長
か
ら
事
業

報
告
、
渡
辺
前
会
計
幹
事
か
ら
決
算
報

と
呼
ば
れ
、
壬
申
の
乱
（
第
一
次
関
ヶ

原
の
戦
い
）
の
後
三
野
は
美
濃
と
書
か

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
所
氏
、
諸
説
あ

り
）。
こ
の
美
濃
は
美
し
い
水
の
農
と
も

読
め
、
少
な
か
ら
ず
我
が
農
学
と
因
縁

を
感
じ
ま
す
。
そ
の
後
、
岐
阜
高
等
農

林
専
門
学
校
は
時
代
の
要
請
に
応
じ
、

昭
和
二
十
四
年
国
立
岐
阜
大
学
農
学
部

と
な
り
、
昭
和
五
十
七
年
八
月
農
学
部

は
我
ら
が
青
春
の
地
各
務
原
を
離
れ
岐

阜
市
柳
戸
に
新
天
地
を
求
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
平
成
十
六
年
に
は
国
立
岐
阜

大
学
は
国
立
大
学
法
人
岐
阜
大
学
と
な

り
、
農
学
部
は
長
年
慣
れ
親
し
ん
で
来

た
農
か
ら
離
れ
応
用
生
物
科
学
部
に
改

組
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
岐
阜
大
学
は

二
千
二
十
年
度
か
ら
は
東
海
国
立
大
学

機
構
に
名
古
屋
大
学
と
共
に
参
画
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
た
と
え
各
務
原

を
離
れ
離
農
し
た
と
言
え
、
農
学
部
・

応
用
生
物
科
学
部
は
こ
の
百
年
岐
阜
高

等
農
林
の
歴
史
と
特
色
を
生
か
し
、
食

と
命
と
環
境
を
学
び
究
め
発
信
し
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
活
性
化
の

拠
点
と
し
て
、
こ
れ
を
磨
き
上
げ
、
揺

る
ぎ
な
い
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
日
本
は
こ
の
百
年
戦
争
、
戦
後

復
興
、
高
度
成
長
と
石
油
に
ド
ッ
プ
リ

浸
か
っ
た
時
代
を
駆
け
抜
け
て
き
ま
し
た

が
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
な
ど
大
き
く

変
貌
す
る
こ
れ
か
ら
の
日
本
に
は
、
脱
石

油
の
美
し
い
水
の
農
が
益
々
求
め
ら
れ
る

と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

各
務
原
か
ら
離
れ
、
国
立
大
学
法
人

応
用
生
物
科
学
部
に
な
っ
た
平
成
十
六

　

令
和
元
年
度

と
2
年
度
の
２

年
間
各
務
同
窓

会
幹
事
長
を
務

め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
、
応
用
生
命
科
学

課
程
分
子
生
命
科
学
コ
ー
ス
の
石
田
（
昭

和
57
年
農
芸
化
学
科
卒
：
C
大
30
）

と
申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。
ま
た
、
２
年
間
の
同
窓
会

の
幹
事
長
と
同
時
に
、
4
年
後
に
迎
え

る
１
０
０
周
年
の
担
当
（
大
学
側
）
を

４
年
間
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
そ
ち

ら
の
方
も
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

幹
事
長
を
務
め
る
に
あ
た
っ
て
、
一
言

ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

各
務
同
窓
会
に
と
っ
て
最
も
重
要
な

課
題
は
、
申
す
ま
で
も
な
く
支
部
の
充

実
、
特
に
、
若
手
会
員
の
支
部
へ
の
参
加

だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
中
々
そ
れ

が
実
現
し
な
い
現
状
が
あ
り
、
そ
の
原

因
の
一
つ
と
し
て
学
部
や
学
科
の
改
組
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
小
生

が
入
学
し
た
時
は
６
学
科
体
制
で
し
た

が
、
そ
の
後
４
学
科
体
制
に
な
り
、
応

用
生
物
科
学
部
に
な
っ
て
か
ら
は
２
課

程
と
１
（
共
同
）
学
科
体
制
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
間
、
獣
医
学
科
は
単
独

で
継
続
し
て
い
ま
す
の
で
、
他
の
学
科
は

５
学
科
が
３
学
科
を
経
て
２
課
程
に
な

り
、
学
科
数
と
し
て
は
半
数
以
下
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
流
れ
の
中
で
縦
の
関
係

が
薄
れ
て
い
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
１
学
科
や
１
課
程
の
定
員
が
増

え
た
こ
と
に
よ
り
、
学
科
内
の
横
の
繋
が

り
も
希
薄
に
な
っ
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
生
物
資
源
生
産
学
科
、

生
産
シ
ス
テ
ム
学
科
、
生
物
資
源
利
用

学
科
の
１
期
生
は
平
成
4
年
に
卒
業
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
今
年
50
歳
を
迎
え
ら

れ
ま
す
し
、
ま
た
、
応
用
生
命
科
学
課

程
（
食
品
生
命
科
学
課
程
）
と
生
産
環

境
科
学
課
程
の
１
期
生
は
平
成
20
年
に

卒
業
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
33
歳
に
な
ら

れ
る
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、
概
算
で
は
あ

り
ま
す
が
、
新
し
い
学
科
や
課
程
の
卒

業
生
は
、
全
卒
業
生
（
各
務
同
窓
会
会

員
）
の
約
半
分
に
相
当
す
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？
同
窓
会
事
務
局
と
し
ま
し

て
は
、
是
非
、
こ
の
中
堅
、
若
手
の
会

員
の
方
々
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
積
極
的
に

進
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

先
に
も
述
べ
ま
し
た
が
、
本
学
部
は
、

あ
と
4
年
で
創
立
1
0
0
周
年
を
迎
え

ま
す
。
ぜ
ひ
、
多
く
の
会
員
の
方
に
、

1
0
0
周
年
記
念
の
イ
ベ
ン
ト
（
式
典

や
講
演
会
、懇
親
会
）に
参
加
し
て
頂
き
、

改
め
て
同
窓
の
絆
を
深
め
て
頂
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

各
務
同
窓
会

会
員
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て

は
益
々
ご
健
勝

で
、ご
活
躍
の
こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。

私
こ
と
、
さ
る
六
月
二
日
の
代
表
者
委

員
会
に
て
水
野
前
会
長
の
後
を
受
け
、

同
窓
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
私

は
、
昭
和
三
十
九
年
先
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
年
に
農
学
部
に
入
学
、
四
十
五

年
に
修
了
し
、
お
茶
の
水
橋
の
た
も
と
で

神
田
川
を
満
喫
し
五
十
三
年
八
月
東
京

医
科
歯
科
大
学
か
ら
農
学
部
に
出
向
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
平
成
二
十
一
年
三
月

の
二
度
目
の
卒
業
後
は
、
十
年
不
破
の

関
近
く
の
山
麓
で
安
眠
を
貪
っ
て
お
り
ま

し
た
と
こ
ろ
を
今
回
叩
起
さ
れ
ま
し
た
。

Ⅴ
大
十
六
の
七
十
四
歳
、
も
と
よ
り
カ

ミ
ソ
リ
で
は
な
い
浅
学
非
才
の
身
で
は
あ

り
ま
す
が
、
杉
山　

誠
学
部
長
、
水
野

前
会
長
は
じ
め
皆
様
方
の
ご
指
導
、
ご

鞭
撻
に
よ
り
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
こ

の
重
責
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
ご
承
知
の
よ
う
に
、
岐
阜
大
学

農
学
部
・
応
用
生
物
科
学
部
の
前
身

で
あ
る
官
立
岐
阜
高
等
農
林
学
校
は

千
九
百
二
十
三
年
大
正
十
三
年
に
各
務

野
の
台
地
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
各
務

野
と
大
野
（
揖
斐
郡
）
と
青
野
（
大
垣

市
）
と
合
わ
せ
こ
の
地
は
三
野
（
御
野
）

年
の
代
表
者
委
員
会
で
、
岐
阜
大
学
農

学
部
各
務
同
窓
会
は
「
農
学
部
」
を
外

し
て「
岐
阜
大
学
各
務
同
窓
会
」と
し
て
、

新
学
部
の
卒
業
生
が
各
務
同
窓
会
に
入

会
し
や
す
く
し
、
伝
統
あ
る
各
務
同
窓

会
の
名
称
を
今
後
も
末
永
く
守
っ
て
い
く

こ
と
が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　

去
る
六
月
一
日
に
岐
阜
大
学
七
十
周

年
記
念
式
典
が
執
り
行
わ
れ
、
い
よ
い

よ
二
千
二
十
三
年
六
月
三
日
に
予
定
さ

れ
て
い
る
高
等
農
林
・
農
学
・
応
用
生

物
科
学
の
百
周
年
記
念
事
業
が
本
格
的

に
動
き
だ
し
ま
す
。
同
窓
生
の
皆
様
の

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。幹

事
長
か
ら
の
ご
挨
拶

　
　
　

   

幹
事
長　

石
田　

秀
治

会
長
挨
拶

　

各
務
同
窓
会
会
長　

柵
木　

利
昭

令
和
元
年
度 

各
務
同
窓
会
代
表
委
員
会
の
ご
報
告
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幹事長 石田　秀治 （応用生命科学課程）

幹 事
（庶務・幹事長代理） 福士　秀人 （ 共 同 獣 医 学 科 ）
（ 事 業 ） 前澤　重禮 （応用生命科学課程）
（ 会 計 ） 清水　将文 （生産環境科学課程）

監 事
渡邊　一弘 （ 共 同 獣 医 学 科 ）
加藤　正吾 （生産環境科学課程）

平成31年度岐阜大学各務同窓会役員
名 誉 会 長 杉　山　　　誠
会 長 柵　木　利　昭 （Ｖ大１６）

副 会 長

正　村　洋一郎 （Ｆ大２５）
伏　見　知　彦 （Ｃ大１８）
北　川　精　一 （Ｖ大１８）
安　藤　敏　行 （Ｅ大１９）
川　島　光　夫 （Ｐ大　７）
髙　橋　　　實 （Ａ大１３）
平　工　孝　義 （Ａ大２５）

相 談 役

杉　山　幹　夫 （Ｍ　　１）
新　藤　秀　逸 （ＳＰ２１）
中　村　孝　雄 （Ｎ大　７）
後　藤　悦　男 （Ｖ大　２）
水　野　隼　人 （Ｃ大１５）

支　部　名 期日 出席者

東京Ｅ科会 30.04.25 千家　正照
東京Ｅ科会と合同開催

東京Ｅ科現役会 30.04.25 千家　正照
東京Ｅ科会と合同開催

愛知県各務会・愛知各務会 30.05.12 千家　正照

愛知県高等学校教員 30.06.23 土井　　守

岐阜県高等学校 30.06.23 杉山　誠、石田　秀治

石川県 30.07.07 松山　勇人

岐阜 30.07.08 土田　浩治

愛知県職員林務関係同窓会 30.07.21 向井　　譲

愛知県職員農業関係各務同窓会 30.08.22 嶋津　光鑑

兵庫県 30.10.27 二宮　　茂

江南 30.11.03 向井　　譲

中濃 30.11.10 福井　博一

徳島鳴門会 31.01.19 石田　秀治

岐阜市役所 31.02.06 志水　泰武

東海農政水機構 31.02.06 平松　　研

長野北信 31.02.23 栁井　德磨

岐阜大学 31.02.28 会長　副会長

平成30年度　支部総会開催状況

告
、
並
び
に

松
山
監
事
か

ら
監
査
報
告

が
行
わ
れ
ま

し
た
。
引
き

続
き
、
令
和

元
年
度
事
業

計
画
（
案
）

を
石
田
幹
事

長
か
ら
、
令

和
元
年
度
予
算

（
案
）
を
清

水
会
計
幹
事

か
ら
そ
れ
ぞ

れ
提
案
さ
れ
、

承
認
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

令
和
元
年
度
岐
阜
大
学
各
務
同
窓
会
役

員
（
案
）
に
つ
い
て
水
野
会
長
か
ら
提
案

さ
れ
、
新
会
長
と
し
て
柵
木
会
員
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。
新
会
長
に
就
任
さ
れ

た
柵
木
新
会
長
が
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
以
上
４
件

の
議
案
は
全
て
無
事
に
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
他
の
議
案
と
し
て
、
寄
付
金
決

算
報
告
及
び
１
０
０
周
年
記
念
事
業

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に

１
０
０
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
は
予
算

の
こ
と
も
あ
る
の
で
、
会
員
の
協
力
の
も

と
進
め
、
成
功
さ
せ
た
い
と
の
お
願
い
が

あ
っ
た
。
各
支
部
の
状
況
に
関
連
し
、
各

務
同
窓
会
三
重
支
部
が
解
散
し
た
こ
と
、

及
び
各
務
同
窓
会
長
野
県
支
部
が
設
立

さ
れ
た
こ
と
が
石
田
幹
事
長
か
ら
報
告

さ
れ
た
。
長
野
県
支
部
の
設
立
に
つ

い
て
、
発
起
人
の
坂
本
会
員
か
ら

設
立
の
経
緯
な
ど
が
説
明
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
に
関
連
し
、
支
部
会
の
活

性
化
に
つ
い
て
柵
木
会
長
か
ら
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
、
よ
り
支

部
会
活
動
が
活
性
化
で
き
る
よ
う

に
様
々
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
い
き

た
い
と
の
お
話
で
し
た
。
以
上
で
議

案
は
全
て
無
事
に
全
て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

水
野
前
会
長
の
退
任
に
あ
た
り
、

そ
の
ご
功
績
に
対
し
て
柵
木
新
会

長
か
ら
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
水
野
前
会
長
か
ら
ご
挨
拶
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
続
い
て
、
名
誉
会

長
で
あ
る
杉
山
応
用
生
物
科
学
部
長
か

ら
挨
拶
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

代
表
委
員
の
皆
様
の
ご
協
力
の
お
か

げ
で
、
代
表
委

員
会
を
無
事
に

終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
同

会
場
に
て
交
流

会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
石
田

幹
事
長
の
開
会

の
挨
拶
に
続
き
、

福
井
理
事
の
乾

杯
で
開
宴
と
な

り
ま
し
た
。
交

流
会
で
は
、
岐

阜
大
学
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
酒
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
水
も

お
米
も
酵
母
も
岐
阜
大
学
オ
リ
ジ
ナ
ル

で
あ
り
つ
つ
、味
も
良
い
と
い
う
こ
と
で
、

と
て
も
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
北
は
北
海
道
、
岩
手

県
か
ら
南
は
広
島
、
高
知
と
代
表
委
員

の
皆
様
に
は
遠
路
は
る
ば
る
ご
出
席
い
た

だ
き
ま
し
た
。
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

来
年
４
月
に
は
国
立
大
学
法
人
の
統

合
が
あ
り
、
そ
の
先
に
は
各
務
同
窓
会

の
１
０
０
周
年
記
念
事
業
が
ご
ざ
い
ま

す
。
引
き
続
き
、
同
窓
会
活
動
に
ご
協

力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
同
窓
会
事
務
局
へ
ご
質
問
・

連
絡
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
０
５
８

︱
２
９
３
︱
３
４
１
１
（
16
時
以
降

は
留
守
番
電
話
）、E-m

ail: ob-abs@
gifu-u.ac.jp

ま
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

平成31年度幹事長・幹事及び監事
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平成31年度各務同窓会予算（案）
収支予算書　（平成31年4月1日～令和2年3月31日まで）

１．一般会計
（１）歳入の部 （単位：円、小文字は内訳）

勘定項目 予　算　額 前年度予算額 差　　異
1.　会　　　費 2,435,000 2,350,000 85,000

入 　 会 　 金 2,380,000 2,300,000 80,000
年 　 会 　 費 55,000 50,000 5,000

2.　利　　　子 24 24 0
3.　雑　収　入 500,000 500,000 0
4.　基本金特別会計より繰り入れ 3,430,000 3,430,000 0
当 期 歳 入 合 計（A） 6,365,024 6,280,024 85,000
前 年 度 繰 越 収 支 差 額 425,469 762,377 △ 336,908
歳　 入　 合　 計（B） 6,790,493 7,042,401 △ 251,908

（２）歳出の部
勘定項目 予　算　額 前年度予算額 差　　異

1.　事　務　費 1,987,500 1,990,500 △ 3,000
消 耗 品 費 10,000 10,000 0
人 件 費 1,800,000 1,800,000 0
通 信 費 38,000 38,000 0
旅 費 36,000 39,000 △ 3,000
終 身 会 費 返 金 100,000 100,000 0
雑 費 3,500 3,500 0

2.　会　議　費 1,153,000 1,004,000 149,000
代 表 委 員 会 費 350,000 200,000 150,000
代 表 委 員 会 旅 費 800,000 800,000 0
役 員 会 費 3,000 4,000 △ 1,000

3.　事　業　費 2,330,000 2,330,000 0
会 報 等 印 刷 費 600,000 600,000 0
会 報 郵 送 費 900,000 900,000 0
会 報 発 送 雑 費 780,000 780,000 0
ホームページ管理費 10,000 10,000 0
同 窓 会 長 賞 費 40,000 40,000 0

4.　名簿関係費 7,500 7,500 0
発 送 費 7,500 7,500 0

5.　慶　弔　費 50,000 50,000 0
6.　支部総会派遣費 500,000 500,000 0
7.　卒業・修了祝賀会賛助費 150,000 150,000 0
8.　予　備　費 70,000 70,000 0
当期歳出合計（C） 6,248,000 6,102,000 146,000
当期収支差額（A）−（C） 117,024 178,024 △ 61,000
次期繰越収支差額（B）−（C） 542,493 940,401 △ 397,908

２．基本金特別会計
（１）歳入の部 （単位：円、小文字は内訳）

勘定項目 予　算　額 前年度予算額 差　　異
1.　終　身　会　費 4,810,000 4,650,000 160,000

新 入 生 分 4,760,000 4,600,000 160,000
卒 業 生 分 50,000 50,000 0

2.　雑　　収　　入 0 0 0
3.　利　　　　　子 6,141 6,429 △ 288
当 期 歳 入 合 計（A） 4,816,141 4,656,429 159,712
前 年 度 繰 越 収 支 差 額 56,628,302 59,644,809 △ 3,016,507
歳　 入　 合　 計（B） 61,444,443 64,301,238 △ 2,856,795

（２）歳出の部
勘定項目 予　算　額 前年度予算額 差　　異

1.　一般会計への繰入 3,430,000 3,430,000 0
2.　振　　 込 　　料 1,000 1,000 0
当期歳出合計（C） 3,431,000 3,431,000 0
当期収支差額（A）−（C） 1,385,141 1,225,429 159,712
次期繰越収支差額（B）−（C） 58,013,443 60,870,238 △ 2,856,795

３．百周年記念事業会
（１）歳入の部 （単位：円）

勘定項目 今年度予算 前年度予算額 比較増△減額
1.　基本金特別会計より繰入 0 0 0
2.　利　　　　　　子 9 8 8
当 期 歳 入 合 計（A） 9 8 1
前 年 度 繰 越 収 支 差 額 842,159 999,093 △ 156,934
歳　 入　 合　 計（B） 842,168 999,101 △ 156,933

（２）歳出の部
勘定項目 今年度予算 前年度予算額 比較増△減額

1.　事　　 務 　　費 50,000 50,000 0
2.　会　　 議 　　費 200,000 200,000 0
3.　旅　　　　　　費 120,000 120,000 0
4.　雑　　　　　　費 100,000 100,000 0
当期歳出合計（C） 470,000 470,000 0
当期収支差額（A）−（C） △ 469,991 △ 469,992 1
次期繰越収支差額（B）−（C） 372,168 529,101 △ 156,933

５．資産保管状況 （単位：円）
項　　目 一 般 会 計 基本金会計 百周年記念事業会

1.　現　　　金 15,009
2.　普 通 預 金 大 垣 共 立 銀 行

十 六 銀 行 361,663 3,009,275 842,159
三 井 住 友 信 託 銀 行 3,564,012
郵 便 局 38,797
み ず ほ 銀 行 2,583,504

3.　定期定額貯金 大 垣 共 立 銀 行 9,611,451
十 六 銀 行 21,840,060
三 井 住 友 信 託 銀 行 16,000,000

4.　振 替 貯 金 10,000 20,000 0
合　　計 425,469 56,628,302 842,159
総　　計 57,895,930

平成30年度各務同窓会決算報告
自 平成30年 4月 1日　　至 平成31年 3月31日

１．一般会計
（１）歳入の部 （単位：円、小文字は内訳）

勘定項目 今年度予算 決　算　額 比較増△減額
1.　会　　　費 2,350,000 1,604,500 △ 745,500

入 　 会 　 金 2,300,000 1,550,000 △ 750,000
年 　 会 　 費 50,000 54,500 4,500

2.　利　　　子 24 16 △ 8
3.　雑　収　入 500,000 493,103 △ 6,897
4.　基本金特別会計より繰り入れ 3,430,000 3,230,000 △ 200,000
当 期 歳 入 合 計（A） 6,280,024 5,327,619 △ 952,405
前 年 度 繰 越 収 支 差 額 762,377 762,377 0
歳　 入　 合　 計（B） 7,042,401 6,089,996 △ 952,405

（２）歳出の部
勘定項目 今年度予算 決　算　額 比較増△減額

1.　事　務　費 1,990,500 1,922,507 △ 67,993
消 耗 品 費 10,000 1,270 △ 8,730
人 件 費 1,800,000 1,764,309 △ 35,691
通 信 費 38,000 36,524 △ 1,476
旅 費 39,000 39,000 0
終 身 会 費 返 金 100,000 80,000 △ 20,000
雑 費 3,500 1,404 △ 2,096

2.　会　議　費 1,004,000 855,035 △ 148,965
代 表 委 員 会 費 200,000 162,338 △ 37,662
代 表 委 員 会 旅 費 800,000 690,440 △ 109,560
役 員 会 費 4,000 2,257 △ 1,743

3.　事　業　費 2,330,000 2,325,277 △ 4,723
会 報 等 印 刷 費 600,000 600,000 0
会 報 郵 送 費 900,000 895,964 △ 4,036
会 報 発 送 雑 費 780,000 798,587 18,587
ホームページ管理費 10,000 10,000 0
同 窓 会 長 賞 費 40,000 20,726 △ 19,274

4.　名簿関係費 7,500 0 △ 7,500
発 送 費 7,500 0 △ 7,500

5.　慶　弔　費 50,000 4,168 △ 45,832
6.　支部総会派遣費 500,000 375,700 △ 124,300
7.　卒業・修了祝賀会　賛助費 150,000 150,000 0
8.　予　備　費 70,000 31,840 △ 38,160
当期歳出合計（C） 6,102,000 5,664,527 △ 437,473
当期収支差額（A）−（C） 178,024 -336,908 △ 514,932
次期繰越収支差額（B）−（C） 940,401 425,469 △ 514,932

２．基本金特別会計
（１）歳入の部 （単位：円、小文字は内訳）

勘定項目 今年度予算 決　算　額 比較増△減額
1.　終　身　会　費 4,650,000 3,100,000 △ 1,550,000

新 入 生 分 4,600,000 3,100,000 △ 1,500,000
卒 業 生 分 50,000 0 △ 50,000

2.　雑　　収　　入 0 0 0
3.　利　　　　　子 6,429 7,357 928
当 期 歳 入 合 計（A） 4,656,429 3,107,357 △ 1,549,072
前 年 度 繰 越 収 支 差 額 59,644,809 59,644,809 0
歳　 入　 合　 計（B） 64,301,238 62,752,166 △ 1,549,072

（２）歳出の部
勘定項目 今年度予算 決　算　額 比較増△減額

1.　一般会計への繰入 3,430,000 3,230,000 △ 200,000
2.　名 簿 費 2,600,000 2,893,000 293,000
3.　振 込 料 1,000 864 △ 136
当期歳出合計（C） 6,031,000 6,123,864 92,864
当期収支差額（A）−（C） △ 1,374,571 -3,016,507 △ 1,641,936
次期繰越収支差額（B）−（C） 58,270,238 56,628,302 △ 1,641,936

３．百周年記念事業会
（１）歳入の部 （単位：円）

勘定項目 今年度予算 決　算　額 比較増△減額
1.　基本金特別会計より繰入 0 0 0
2.　利　　　　　　子 8 9 1
3.　95周年記念祝賀会参加費 54,000 54,000
当 期 歳 入 合 計（A） 8 54,009 54,001
前 年 度 繰 越 収 支 差 額 999,093 999,093 0
歳　 入　 合　 計（B） 999,101 1,053,102 54,001

（２）歳出の部
勘定項目 今年度予算 決　算　額 比較増△減額

1.　事　　 務 　　費 50,000 1,028 △ 48,972
2.　会　　 議 　　費 200,000 1,253 △ 198,747
3.　旅　　　　　　費 120,000 0 △ 120,000
4.　雑　　　　　　費 100,000 208,662 108,662
当期歳出合計（C） 470,000 210,943 △ 259,057
当期収支差額（A）−（C） -469,992 -156,934 313,058
次期繰越収支差額（B）−（C） 529,101 842,159 313,058

４．資産現在高 （単位：円）
項　　目 年度始現在高 現　在　高

１.　一般会計 762,377 425,469
２.　基本金特別会計 59,644,809 56,628,302
３.　百周年記念事業 999,093 842,159

合　　計 61,406,279 57,895,930
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応
用
生
命
科
学
課
程

　

同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
益
々
ご
健
勝

に
て
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
当
課
程
は
、
本
年
3
月
に

学
部
卒
業
生
91
名
を
送
り
出
し
、
そ
の

う
ち
55
名
が
大
学
院
修
士
課
程
に
進
学

し
ま
し
た
。
修
士
課
程
修
了
者
は
54
名

で
、
そ
の
う
ち
3
名
が
岐
阜
大
学
連
合

農
学
研
究
科
博
士
課
程
に
進
学
し
ま
し

た
。
こ
の
4
月
に
は
、
本
課
程
に
85
名

の
新
入
生
及
び
5
名
の
３
年
次
編
入
学

生
を
迎
え
入
れ
ま
し
た
。
大
学
院
修
士

課
程
に
は
平
成
30
年
度
秋
季
入
学
生
3

名
を
加
え
て
61
名
が
入
学
し
て
い
ま
す
。

　

続
い
て
教
員
の
動
向
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
本
年
4
月
に
分
子
生
命
科
学
コ

ー
ス
の
寺
本
好
邦
准
教
授
（
バ
イ
オ
マ

ス
材
料
化
学
）
が
京
都
大
学
大
学
院
農

学
研
究
科
森
林
科
学
専
攻
の
准
教
授

と
し
て
転
出
さ
れ
ま
し
た
。
教
育
・
研

究
面
で
の
多
大
な
貢
献
に
感
謝
し
ま
す

と
と
も
に
、
今
後
の
益
々
の
ご
活
躍
を

お
祈
り
し
ま
す
。
ま
た
、
来
年
3
月
末

日
を
以
っ
て
食
品
生
命
科
学
コ
ー
ス
の

早
川
享
志
教
授
（
食
品
栄
養
学
）
と
荒

幡
克
己
教
授
（
食
品
経
済
学
）
が
定
年

退
職
さ
れ
ま
す
。
早
川
先
生
に
は
、
優

し
く
も
厳
し
い
栄
養
科
学
の
講
義
や
、

難
消
化
性
澱
粉
の
研
究
に
よ
る
テ
レ
ビ

出
演
な
ど
課
程
の
発
展
に
大
い
に
貢
献

し
て
頂
き
ま
し
た
。
荒
幡
先
生
に
は
、

本
課
程
に
お
い
て
貴
重
な
社
会
科
学
系

の
教
員
と
し
て
教
育
と
研
究
で
大
い
に

貢
献
頂
い
た
だ
け
で
な
く
、
入
試
委
員

や
入
試
委
員
長
と
し
て
岐
阜
県
や
愛
知

県
の
高
校
を
回
っ
て
頂
き
、
本
課
程
へ

の
志
願
者
の
増
加
に
大
き
く
貢
献
し
て

頂
き
ま
し
た
。
本
当
に
有
り
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
明
年
2
月
10
日
に
両
先
生

の
最
終
講
義
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
多
数
の
ご
来
聴
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　

学
生
さ
ん
も
大
い
に
活
躍
し
て
お
り

ま
す
。
平
成
30
年
度
卒
業
・
修
了
時
に

増
田
凌
也
さ
ん
（
学
長
表
彰
）、
細
井

友
加
里
さ
ん
（
学
長
表
彰
・
大
学
院
）、

中　

智
美
さ
ん
（
研
究
科
長
表
彰
）、

吉
安
柚
夏
さ
ん
（
学
部
長
表
彰
）、
外

島　

響
さ
ん
（
同
窓
会
長
表
彰
）、
竹

内
萌
恵
さ
ん
（
同
窓
会
長
表
彰
・
大
学

院
）
が
表
彰
さ
れ
、
ま
た
創
立
記
念
日

に
田
口
拓
実
く
ん
（
平
成
30
年
度
）、

平
塚
諒
大
く
ん
（
令
和
元
年
度
）
が
学

生
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、

7
名
の
大
学
院
生
（
修
士
）
が
学
会
で

優
秀
発
表
賞
等
を
受
賞
し
て
、
研
究
科

長
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

昨
年
も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
し
た
岐

阜
県
食
品
科
学
研
究
所
が
本
年
4
月
に

本
学
部
敷
地
内
に
開
所
し
ま
し
た
。
そ

の
2
階
に
矢
部
富
雄
教
授
、
中
野
浩
平

教
授
の
研
究
室
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

是
非
、
お
訪
ね
下
さ
い
。
ま
た
、
中
川

智
行
教
授
の
陣
頭
指
揮
の
下
に
開
発

さ
れ
た
岐
阜
大
学
オ
リ
ジ
ナ
ル
日
本
酒

「
多
望
の
春 

：
岐
山
と
曲
阜
」が
完
成
し
、

そ
れ
ぞ
れ
高
評
価
を
頂
き
ま
し
た
。
本

年
度
は
完
売
い
た
し
ま
し
た
が
、
来
年

度
ま
た
発
売
さ
れ
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

　

末
筆
乍
ら
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
活

躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

�

（
石
田
秀
治
）

❖ 

生
産
環
境
科
学
課
程

　

各
務
同
窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
度
に
引
き
続

き
平
松
が
課
程
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
。
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
生
産
環
境
科
学
課
程
の
近
況

に
つ
い
て
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。
本

年
3
月
に
は
、
学
部
か
ら
89
名
の
学
生

が
卒
業
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
新
し
い
進
路

に
向
か
っ
て
一
歩
踏
み
出
し
て
い
き
ま

し
た
。
な
お
、卒
業
生
の
う
ち
1
名
は
、

本
課
程
で
は
初
め
て
に
な
り
ま
す
が
、

優
秀
な
成
績
に
よ
り
3
年
次
を
終
了
し

た
時
点
で
の
卒
業
が
認
め
ら
れ
た
早
期

卒
業
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
自
然
科
学

技
術
研
究
科
生
物
生
産
環
境
科
学
専
攻

か
ら
は
同
研
究
科
第
1
期
生
と
な
る
45

名
の
修
了
生
を
送
り
出
し
ま
し
た
。
新

し
い
研
究
科
が
一
つ
の
目
標
と
し
た
デ

ザ
イ
ン
能
力
で
も
っ
て
社
会
で
活
躍
し

て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
修
了
生
の
う
ち
１
名
は
連
合

農
学
研
究
科
に
進
学
し
、
引
き
続
き
本

学
で
研
究
者
・
高
度
技
術
者
へ
の
道
を

邁
進
し
て
お
り
ま
す
。
卒
業
・
修
了
祝

賀
会
で
は
竹
本
彩
香
さ
ん
が
学
部
長
表

彰
、杉
村
春
佳
さ
ん
が
研
究
科
長
表
彰
、

平
松
志
步
さ
ん
と
中
森
さ
つ
き
さ
ん
が

同
窓
会
長
表
彰
を
そ
れ
ぞ
れ
受
け
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
本
年
4
月
に
は
3
年

次
編
入
の
5
名
を
含
め
て
90
名
の
学
部

生
、
本
学
部
か
ら
の
進
学
者
43
名
を
含

め
て
50
名
の
大
学
院
生
を
迎
え
ま
し
た
。 

　

次
に
教
員
の
動
向
で
す
が
、
本
年
度

は
新
任
教
員
、
退
職
教
員
と
も
に
お
ら

ず
、
昨
年
度
と
陣
容
に
変
化
あ
り
ま
せ

ん
。
管
理
運
営
面
に
つ
い
て
は
、
福
井

博
一
先
生
に
は
本
学
理
事
・
副
学
長
（
企

画
・
評
価
・
基
金
担
当
）
と
し
て
、
全

学
の
立
場
で
岐
阜
大
学
の
発
展
に
ご
尽

力
頂
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
千
家
正

照
教
授
が
連
合
農
学
研
究
科
長
、
小
山

博
之
教
授
が
学
長
補
佐
、
大
学
院
担
当

教
員
で
あ
る
大
場
伸
也
教
授
が
フ
ィ
ー

ル
ド
科
学
教
育
セ
ン
タ
ー
長
、
同
じ
く

大
学
院
担
当
教
員
で
あ
る
粟
屋
善
雄
教

授
が
流
域
研
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
長
と

し
て
、
昨
年
度
よ
り
引
き
続
き
ご
活
躍

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
か

ら
は
山
田
邦
夫
教
授
が
学
部
長
補
佐
と

し
て
学
部
舵
取
り
の
一
翼
を
担
っ
て
お

り
ま
す
。
向
井
譲
教
授
に
お
か
れ
て
は

70
周
年
事
業
推
進
を
期
待
さ
れ
、再
度
、

副
学
部
長
（
総
務
担
当
）
に
ご
就
任
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
課
程
内
で
は
、
応
用

植
物
科
学
コ
ー
ス
長
に
山
本
義
治
教
授
、

応
用
動
物
科
学
コ
ー
ス
長
に
松
村
秀
一

教
授
、
環
境
生
態
科
学
コ
ー
ス
長
に
西

村
慎
一
教
授
が
そ
れ
ら
の
任
に
当
た
っ

て
お
り
、
各
コ
ー
ス
の
教
育
改
善
な
ど

に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
頂
い
て
お
り

ま
す
。

　

研
究
の
成
果
と
し
て
は
、
昨
年
度
の

近
況
報
告
以
降
、
小
山
博
之
教
授
、
須

賀
晴
久
准
教
授
、
清
水
将
文
准
教
授
指

導
のM

alek M
arian

さ
ん
と
西
岡
友
樹

さ
ん
がIO

BC-W
PRS Gold Aw

ard for 
Best Student O

ral Presentation

、

須
賀
晴
久
准
教
授
と
景
山
幸
二
教
授
指

導
の
山
田
健
介
さ
ん
が
日
本
菌
学
会
第

62
回
大
会
学
生
最
優
秀
口
頭
発
表
賞
、

川
窪
伸
光
教
授
と
土
井
守
教
授
が
日
本

学
術
振
興
会
よ
り
平
成
29
年
度
特
別
研

究
員
等
審
査
会
専
門
委
員
（
書
面
担

当
）
表
彰
、
山
根
京
子
准
教
授
指
導
の

羽
賀
夏
子
さ
ん
が
第
26
回
育
種
学
会
中

部
地
区
談
話
会
優
秀
ポ
ス
タ
ー
賞
、
大

塚
俊
之
教
授
指
導
の
鈴
木
莉
央
奈
さ
ん

と
曹
若
明
さ
ん
が
日
本
生
態
学
会
中
部

地
区
会
ポ
ス
タ
ー
賞
、
田
中
貴
助
教

と
松
井
勤
教
授
が
日
本
作
物
学
会
第

２
４
７
回
講
演
会
優
秀
発
表
賞
、
山

本
義
治
教
授
がThe Plant Journal

の

O
UTSTAN

DIN
G PAPER AW

ARD

を
そ

れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

末
筆
な
が
ら
、
同
窓
生
各
位
の
ご
健

勝
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
平
松　

研
）

学
園
だ
よ
り

学
園
だ
よ
り
課
程
等
の
近
況

課
程
等
の
近
況



各務同窓会報
　令和元年11月30日　　No.100

− 6−

❖ 
共
同
獣
医
学
科

　

各
務
原
同
窓
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
4
月
よ
り
鈴

木
先
生
の
後
任
と
し
て
学
科
長
を
拝
命

い
た
し
ま
し
た
。
今
後
と
も
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
共
同
獣
医
学
科
の
近
況
で
す

が
、
今
年
度
の
1
年
生
（
7
期
生
）
は

68
名
（
岐
阜
大
学
31
名
、
鳥
取
大
学
37

名
）
を
数
え
ま
し
た
。
ま
た
、
本
年
3

月
に
は
本
学
科
の
第
1
期
生
と
な
る
63

名
（
岐
阜
大
学
28
名
、
鳥
取
大
学
35
名
）

が
卒
業
し
ま
し
た
。
岐
阜
大
学
か
ら
の

卒
業
生
28
名
は
全
員
が
獣
医
師
国
家
試

験
に
合
格
し
て
お
り
、
昨
年
に
引
き
続

き
2
年
連
続
の
合
格
率
1
0
0
%
を
達

成
し
て
お
り
ま
す
。
獣
医
師
と
し
て
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

人
事
に
関
す
る
ご
報
告
で
は
、
本
年

3
月
に
獣
医
解
剖
学
研
究
室
の
阿
閉
泰

郎
先
生
お
よ
び
獣
医
病
理
学
研
究
室
の

栁
井
徳
磨
先
生
が
定
年
に
よ
り
退
職
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
獣
医
外
科
学
研
究

室
の
山
添
和
明
先
生
が
岡
山
理
科
大
学

へ
転
出
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、
本
年
5

月
に
は
獣
医
微
生
物
学
研
究
室
に
中
川

敬
介
先
生
が
准
教
授
と
し
て
着
任
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
山
添
先
生
の
後
任
と

し
て
、
本
年
8
月
に
渡
邊
一
博
先
生
が

教
授
に
昇
任
さ
れ
ま
し
た
。
研
究
の
成

果
と
し
て
は
、
食
品
環
境
衛
生
学
研
究

室
の
猪
島
康
雄
先
生
が
第
24
回
日
本
野

生
動
物
医
学
会
大
会
に
て
優
秀
口
頭
発

表
賞
を
、
ま
た
平
成
30
年
度
森
永
奉
仕

会
賞
を
受
賞
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

獣
医
病
理
学
研
究
室
の
酒
井
洋
樹
先
生

が
本
学
の
教
育
研
究
活
動
に
著
し
く
貢

献
し
た
者
と
し
て
職
員
功
労
者
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

　

岐
阜
大
学
は
岐
阜
県
と
連
携
に
関
す

る
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、
平
成
29

年
6
月
に
は
岐
阜
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス

内
に
岐
阜
県
中
央
家
畜
保
健
衛
生
所
が

移
転
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
大
学

と
の
連
携
を
目
指
し
て
中
央
家
畜
保

健
衛
生
所
内
に
設
置
さ
れ
た
「
家
畜

衛
生
地
域
連
携
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

（
G
e
F
A
H
）」
で
は
、
共
同
獣
医
学

科
学
生
の
動
物
衛
生
学
実
習
の
開
講
、

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
防
疫
演

習
の
開
催
、
家
畜
衛
生
技
術
検
討
会
の

開
催
等
、
岐
阜
県
と
協
力
し
て
様
々
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
岐
阜

県
及
び
近
隣
県
で
は
豚
コ
レ
ラ
の
発
生

が
い
ま
だ
に
終
息
を
見
な
い
状
況
で
す

が
、
引
き
続
き
共
同
獣
医
学
科
と
し
て

も
県
域
に
お
け
る
家
畜
衛
生
体
制
の
強

化
に
努
力
を
続
け
て
い
く
所
存
で
あ
り

ま
す
。

　

末
筆
な
が
ら
、
同
窓
生
の
皆
様
の
ご

健
勝
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

（
海
野
年
弘
）

❖ 

連
合
農
学
研
究
科

　

各
務
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま

す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
本
年
度
の
教
職
員
に
は

８
月
か
ら
新
た
に
伊
藤
輝
美
さ
ん
が
事

務
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
加
わ
る
こ
と
に
な
り
、

千
家
研
究
科
長
、
中
野
研
究
科
長
補
佐

（
専
任
教
員
）
他
、
事
務
の
横
田
室
長
、

中
峰
係
長
、
今
井
、
高
橋
、
戸
本
、
栗

本
、
伊
藤
が
一
致
協
力
し
て
本
研
究
科

の
管
理
運
営
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

本
研
究
科
は
平
成
３
年
度
に
発
足
し

て
以
来
29
年
目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
平
成
30
年
度
の
学
位
授
与
者

数
は
課
程
博
士
26
名
（
内
、
外
国
人
留

学
生
21
名
）、
論
文
博
士
３
名
（
内
、

外
国
人
１
名
）
で
し
た
。
本
年
度
の
入

学
者
は
、定
員
20
名
に
対
し
て
15
名（
内
、

外
国
人
留
学
生
７
名
）
で
、
こ
れ
に
秋

季
入
学
の
学
生
も
加
わ
り
ま
す
。
現
在
、

本
研
究
科
に
は
、
総
数
99
名
の
学
生
が

在
籍
し
て
お
り
、外
国
人
留
学
生
が
54
名

（
中
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
、
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
他
、
計
９
か
国
）
で
す
。

　

本
年
度
の
特
徴
的
な
取
り
組
み
を
紹

介
致
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
第
１
点
目
は
、
イ
ン
ド
工
科

大
学
グ
ワ
ハ
テ
ィ
校
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
・

デ
ィ
グ
リ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
文

科
省
か
ら
昨
年
６
月
に
開
設
認
可
を
受

け
、
平
成
31
年
４
月
か
ら
国
際
連
携
食

品
科
学
技
術
専
攻
が
新
設
さ
れ
、
柳
瀬

笑
子
准
教
授
を
専
任
教
員
、
上
野
義
仁

教
授
を
専
攻
長
と
し
て
配
置
し
、
学
生

の
受
け
入
れ
（
定
員
２
名
）
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　

第
２
点
目
は
、
10
月
８
日
に
本
研
究

科
が
提
唱
し
て
い
るIC-GU

12

（
南
部
ア

ジ
ア
地
域
に
お
け
る
農
学
系
博
士
教
育

連
携
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
）
の
国
際
会
議
を

実
施
し
、
国
外
の
協
定
９
大
学
の
代
表

者
を
招
聘
し
、
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
共
同
実
験
室
運
営
に
つ
い
て

集
中
的
に
意
見
交
換
す
る
と
と
も
に
、

今
後
の
協
働
教
育
の
方
向
性
に
つ
い
て
検

討
致
し
ま
す
。

　

次
に
、
本
研
究
科
が
企
画
し
て
い
る

イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
紹
介
致
し
ま
す
。

　

本
年
度
も 

岐
阜
大
学
重
点
講
座
を
10

月
26
日
に
開
催
致
し
ま
す
。
本
年
度
の

テ
ー
マ
は
「
食
品
が
つ
く
る
環
境
と
環
境

が
つ
く
る
食
品
」
で
、
３
名
の
講
師
を

お
招
き
し
、
デ
ン
プ
ン
、
母
乳
、
ミ
カ
ン

の
色
素
が
健
康
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て

ご
講
演
頂
き
ま
す
。

　

海
外
修
了
生
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
、
共

同
研
究
の
創
出
、
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
を
目
指
し
て
、
岐
阜
大
学
で
国
際

研
究
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
海
外
で
の
研
究
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
り

ま
す
。
10
月
９
日
・
10
日
に
は
岐
阜
大

学
内
で
「
食
品
科
学
」
の
分
野
に
つ
い
て
、

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
本
学
の

教
員
だ
け
で
は
な
く
、
海
外
の
大
学
や

研
究
機
関
で
活
躍
し
て
い
る
修
了
生
を

招
聘
し
、
情
報
交
換
を
行
い
ま
す
。

　

11
月
18
日
・
19
日
に
は
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
ス
ブ
ラ
ス
マ
レ
ッ
ト
大
学
主

催
、
本
研
究
科
が
共
催
で
、「Clim

ate 
Change: the Risk to Sustainability 
and Environm

ental Issue

」
と
題
し

て
、
近
年
の
気
候
変
動
が
も
た
ら
す
課

題
に
つ
い
て
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
他
、

12
月
９
日
・
10
日
に
お
い
て
も
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
マ
リ
ア
ノ
・
マ
ル
コ
ス
州
立
大

学
で
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
を
計

画
し
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

テ
ー
マ
は
公
募
制
を
採
用
し
、
本
研
究

科
教
員
か
ら
ご
提
案
の
あ
っ
た
テ
ー
マ
の

中
か
ら
、
緊
急
性
、
重
要
性
、
実
現
性

を
考
慮
し
て
決
定
致
し
ま
す
。
い
ず
れ

も
、
海
外
で
活
躍
す
る
修
了
生
の
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
と
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

を
目
指
し
た
企
画
で
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
同
窓
生
の

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
致

し
ま
す
。

（
千
家
正
照
）

❖ 

連
合
獣
医
学
研
究
科

　

各
務
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま

す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。
平
成
30
年
度
の
本
研
究
科
の
学

位
授
与
者
数
は
、
課
程
博
士
31
名
お
よ

び
論
文
博
士
3
名
の
計
34
名
で
し
た
。

連
合
獣
医
学
研
究
科
在
学
生
は
、
昨
年

度
に
受
け
入
れ
た
学
生
が
最
後
の
た

め
、80
名
（
う
ち
留
学
生
24
名
）
と
な
り
、

学
生
が
修
了
し
て
い
く
に
つ
れ
、
毎
年
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25
名
前
後
減
少
し
て
い
く
こ
と
と
な
り

ま
す
。
全
て
の
在
学
生
を
修
了
さ
せ
る

ま
で
、
基
幹
校
と
し
て
こ
れ
ま
で
同
様
、

社
会
に
貢
献
す
る
人
材
育
成
に
務
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
31
年
2
月
18
・
19
日
に
岐
阜
大

学
で
第
10
回
ジ
ョ
イ
ン
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
主
催
し
、
東
ア
ジ
ア
の
7
大
学

と
国
内
の
8
大
学
か
ら
学
生
と
教
員
約

1
0
0
名
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
2
0
1
0

年
に
開
催
さ
れ
た
「
ソ
ウ
ル
大
学
獣
医

学
部
と
岐
阜
大
学
連
合
獣
医
学
研
究
科

の
ジ
ョ
イ
ン
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
に

始
ま
り
、
今
回
を
最
後
に
東
ア
ジ
ア
獣

医
学
会
へ
と
引
き
継
が
れ
て
い
く
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　

岐
阜
大
学
を
含
む
本
研
究
科
の
構
成

校
で
は
、
本
研
究
科
所
属
の
学
生
と
新

大
学
院
の
学
生
と
と
も
に
、
獣
医
学
の

発
展
の
た
め
の
研
究
を
日
々
続
け
て
い

ま
す
。
今
後
と
も
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
浅
井
鉄
夫
）

❖ 

共
同
獣
医
学
研
究
科

　

各
務
原
同
窓
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
4
月
1
日
よ
り
岐
阜
大
学
大
学

院
共
同
獣
医
学
研
究
科
な
ら
び
に
鳥
取

大
学
大
学
院
共
同
獣
医
学
研
究
科
が
新

た
に
発
足
し
、
両
大
学
院
に
よ
る
共
同

獣
医
学
専
攻
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
岐
阜
大
学
は
、
帯
広
畜
産
大
学
、

岩
手
大
学
お
よ
び
東
京
農
工
大
学
と
と

も
に
連
合
獣
医
学
研
究
科
を
、
ま
た
、

鳥
取
大
学
は
山
口
大
学
お
よ
び
鹿
児
島

大
学
と
と
も
に
連
合
獣
医
学
研
究
科
を

構
成
し
て
大
学
院
教
育
を
実
施
し
、
獣

医
学
の
様
々
な
分
野
に
関
わ
る
研
究
者

の
養
成
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。
一
方
、

こ
れ
ら
の
連
合
獣
医
学
研
究
科
を
構
成

し
て
い
る
各
大
学
は
、
獣
医
学
教
育
モ

デ
ル
・
コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
準
拠

し
た
教
育
の
実
現
の
た
め
、
2
大
学
ず

つ
が
ペ
ア
を
組
み
共
同
教
育
課
程
を
構

成
し
て
学
部
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
き

ま
し
た
。
岐
阜
大
学
は
平
成
25
年
度
よ

り
鳥
取
大
学
と
共
同
獣
医
学
科
を
開
設

し
、
平
成
30
年
度
に
第
1
期
生
が
卒
業

し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

こ
れ
ま
で
の
連
合
大
学
院
を
発
展
的
に

解
消
し
、
共
同
教
育
課
程
を
構
成
し
て

い
る
大
学
が
新
た
に
共
同
大
学
院
を
開

設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
学
部
教
育
か
ら
大
学
院
教
育
ま

で
一
貫
し
た
教
育
理
念
に
基
づ
く
人
材

育
成
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

共
同
獣
医
学
専
攻
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
研
究
活
動
で
培
っ
た
岐
阜
お
よ
び
鳥

取
大
学
双
方
の
特
徴
を
生
か
し
、「
家

畜
衛
生
・
公
衆
衛
生
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
」、「
O
n
e 

H
e
a
l
t
h
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
」、
お
よ
び
「
難
病
治
療
・

創
薬
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」
の
養
成
を
目

指
し
て
お
り
ま
す
。「
家
畜
衛
生
・
公

衆
衛
生
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」
で
は
、
豚

コ
レ
ラ
や
口
蹄
疫
な
ど
の
各
種
感
染
症

対
策
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
れ
る
専

門
家
の
養
成
を
め
ざ
し
ま
す
。「
O
n
e 

H
e
a
l
t
h
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」
で

は
、
ヒ
ト
、
動
物
、
環
境
を
一
体
に
と

ら
え
る
視
点
で
国
際
的
に
指
導
的
役
割

を
果
た
す
こ
と
に
よ
り
、
地
球
全
体
の

健
全
性
維
持
の
対
策
を
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
専
門
家
の
養
成
を
め
ざ
し
ま

す
。
ま
た
、「
難
病
治
療
・
創
薬
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
」
で
は
、
臨
床
獣
医
師
の

指
導
的
立
場
に
立
つ
リ
ー
ダ
ー
や
、
基

礎
研
究
で
得
ら
れ
た
成
果
を
臨
床
に
応

用
で
き
る
技
術
や
創
薬
へ
と
繋
げ
る
ト

ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー
チ
を
推

進
で
き
る
専
門
家
の
養
成
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
教
職
員
一
同
、
共
同
獣
医

学
研
究
科
の
教
育
・
研
究
の
発
展
と
充

実
に
向
け
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
続
け
る

所
存
で
お
り
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、

皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

末
筆
な
が
ら
、
同
窓
生
の
皆
様
の
ご

健
勝
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

（
海
野
年
弘
）

❖ 

附
属
岐
阜
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学

　

 

教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

　

各
務
同
窓
会
員
の
皆
様
に
は
、
益
々

ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
今
年
3
月
末
に
、
美
濃
加
茂
農

場
に
大
型
牛
舎
が
完
成
し
飛
騨
牛
繁
殖

研
修
事
業
が
始
動
し
ま
し
た
。
ま
た
、

長
い
間
勤
続
頂
い
た
技
術
職
員
の
森
本

英
司
さ
ん
が
退
職
さ
れ
ま
し
た
が
、

美
濃
加
茂
農
場
の
テ
コ
入
れ
と
し
て
引

き
続
き
再
任
用
で
ご
活
躍
頂
い
て
い
ま

す
。
技
術
職
員
と
し
て
2
年
間
の
任
期

で
勤
務
頂
い
た
新
津
伊
織
さ
ん
が
退
職

さ
れ
ま
し
た
が
、
正
式
に
本
多
陸
さ
ん

が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
位
山
演
習
林
で

は
、
多
人
数
で
の
宿
泊
実
習
に
使
わ
せ

て
頂
い
て
き
た
下
呂
市
位
山
自
然
の
家

が
耐
震
の
た
め
使
え
な
く
な
り
、
新
た

な
方
策
を
検
討
中
で
す
。

　

柳
戸
と
美
濃
加
茂
の
両
農
場
で
は
、

大
学
改
革
促
進
経
費
な
ど
の
補
助
で
、

徐
々
に
機
器
の
更
新
と
施
設
整
備
が
図

ら
れ
て
い
ま
す
。
位
山
演
習
林
で
も
老

朽
化
が
目
立
つ
施
設
設
備
の
整
備
が
必

要
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
各
方
面

と
相
談
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後

と
も
同
窓
の
皆
様
方
の
ご
協
力
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

（
大
場
伸
也
）

❖ 

動
物
病
院

　

動
物
病
院
の
現
況
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

　

動
物
病
院
の
課
題
と
し
て
人
材
確
保

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
昨
年
度
は
動
物

看
護
師
を
5
名
、
常
勤
獣
医
師
を
2
名

雇
用
い
た
し
ま
し
た
。
た
だ
、
人
材
不

足
は
ま
だ
改
善
さ
れ
た
と
は
言
い
難

く
、
引
き
続
き
労
働
環
境
の
改
善
と
人

材
育
成
、
リ
ク
ル
ー
ト
の
強
化
を
図
っ

て
い
く
所
存
で
す
。

　

施
設
に
関
し
ま
し
て
は
、
今
ま
で
使

用
し
て
い
たM

RI

の
リ
ー
ス
期
間
終
了

に
伴
い
、
新
た
に3T

のM
RI 

（Philips 
Ingenia 3.0 T

） 

を
新
規
導
入
い
た
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
りM

RI

画
像
の
高

精
細
化
や
様
々
な
シ
ー
ケ
ン
ス
に
よ
る

撮
像
が
可
能
と
な
り
、
特
に
神
経
系
疾

患
の
診
断
能
力
が
向
上
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
導
入
機
種
に
つ

い
て
は
医
学
部
附
属
病
院
に
導
入
さ
れ

て
い
る
も
の
と
同
一
機
種
で
あ
り
、
医

学
部
と
の
共
同
研
究
が
容
易
に
な
る
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

診
療
収
入
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
が

3
億
7
千
万
と
一
昨
年
よ
り
約
5
千
万

円
増
加
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
診
療

料
金
の
改
正
に
よ
る
も
の
が
大
き
く
、

こ
の
収
入
増
に
よ
り
労
働
環
境
の
改
善

を
図
り
、
ま
た
、
今
後
控
え
て
い
る
大

型
診
療
機
器
等
の
入
れ
替
え
に
備
え
て

い
く
予
定
で
す
。

　

今
後
と
も
、
動
物
病
院
の
運
営
に
関

し
ま
し
て
、
ご
理
解
ご
協
力
の
程
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
森　
　

崇
）
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❖ 
野
生
動
物
管
理
学

　
　
　
　

 

研
究
セ
ン
タ
ー

　

各
務
原
同
窓
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
岐
阜
県
の
寄
附
に
よ
る
寄

附
研
究
部
門
「
鳥
獣
管
理
の
教
育
と
普

及
」
に
つ
い
て
で
す
。
本
部
門
は
3
年

目
（
寄
附
研
究
部
門
と
し
て
は
2
期
目

8
年
目
）
を
迎
え
、
研
究
に
加
え
普
及

啓
発
や
人
材
育
成
の
機
能
を
さ
ら
に
強

化
し
て
お
り
ま
す
。
一
昨
年
か
ら
開
始

し
た
連
続
講
座
「
野
生
動
物
を
知
る
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
年
も
8
回
の
開

催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
な

ご
案
内
は
、https://w

w
w

1.gifu-u.
ac.jp/~rcw

m
/

に
掲
載
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
機
会
が
あ
れ
ば
ご
覧
頂
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

　

な
お
、
今
回
は
特
筆
す
べ
き
ご
報
告

が
あ
り
ま
す
。
日
本
学
術
会
議
に
設
置

さ
れ
た
「
人
口
縮
小
社
会
に
お
け
る
野

生
動
物
管
理
の
あ
り
方
の
検
討
に
関
す

る
委
員
会
」
が
作
成
し
た
文
書
（
環

境
省
へ
の
回
答
書
）
に
お
き
ま
し
て
、

寄
附
研
究
部
門
に
関
す
る
岐
阜
県
の
取

り
組
み
が
「
先
進
事
例
」
と
し
て
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
同
回
答
書
は
、http://

w
w

w
.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/

kohyo-24-k280.pdf

に
て
閲
覧
で
き

ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
に
つ
き
ま
し
て
も

是
非
と
も
お
目
通
し
く
だ
さ
い
。

　

昨
今
の
野
生
動
物
管
理
に
お
い
て

は
、「
豚
コ
レ
ラ
対
策
の
一
環
と
し
て

の
イ
ノ
シ
シ
の
管
理
」
が
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
に

も
、
複
数
の
自
治
体
か
ら
依
頼
や
相
談

が
寄
せ
ら
れ
、
捕
獲
体
制
や
年
齢
査
定

方
法
等
に
関
す
る
助
言
を
続
け
て
い
る

状
況
で
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
同
窓
の

皆
様
に
は
引
き
続
き
ご
指
導
、
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
改
め
て
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

（
鈴
木
正
嗣
）

❖ 
共
同
獣
医
学
教
育
開
発

　

 
推
進
セ
ン
タ
ー

　

各
務
原
同
窓
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
共
同
獣
医
学
科

の
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
定
」
を
今
年

度
最
大
の
役
割
と
位
置
づ
け
、
活
動
を

続
け
て
お
り
ま
す
。
今
年
3
月
に
第
1

期
生
を
送
り
出
し
、
教
育
の
あ
り
方
等

に
関
わ
る
幾
つ
か
の
課
題
が
明
ら
か
に

な
っ
た
た
め
で
す
。

　

検
討
項
目
は
複
数
に
渡
り
ま
す
が
、

た
と
え
ば
モ
デ
ル
・
コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
も
と
づ
く
斉
一
教
育
科
目
に
お

い
て
は
、
講
義
と
実
習
の
適
正
配
置
の

観
点
か
ら
開
講
時
期
や
内
容
の
再
編
を

進
め
て
お
り
ま
す
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ

ー
ニ
ン
グ
の
考
え
方
を
念
頭
に
、
自
学

自
習
を
軸
と
す
る
思
考
力
・
実
践
力
養

成
教
育
へ
の
シ
フ
ト
を
意
識
し
て
い
る

点
も
、
今
回
の
改
定
の
特
徴
と
言
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
共
同
教
育
を
通

じ
、
遠
隔
講
義
シ
ス
テ
ム
の
運
用
・
更

新
等
に
要
す
る
経
費
の
大
き
さ
も
改
め

て
認
識
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、「
い
か
に
教
育
の
質
を
下
げ

ず
に
コ
ス
ト
削
減
を
達
成
す
る
か
」
も

検
討
課
題
の
ひ
と
つ
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
今
の
報
道
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、

運
営
交
付
金
の
削
減
等
に
よ
り
国
立
大

学
を
め
ぐ
る
諸
環
境
は
更
に
厳
し
さ
を

増
し
て
お
り
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
ど
う
か
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
鈴
木
正
嗣
）

❖ 

附
属
家
畜
衛
生
地
域
連
携

　

 

教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

（GeFAH

、
ジ
ー
フ
ァ
）

　

各
務
同
窓
会
の
皆
様
に
は
ま
す
ま
す

ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

応
用
生
物
科
学
部
附
属
家
畜
衛

生
地
域
連
携
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

（Education and Research Center 
for Food A

nim
al H

ealth, G
ifu 

U
niversity

、GeFAH

ジ
ー
フ
ァ
）
は

今
年
、
宮
崎
大
学
産
業
動
物
防
疫
リ
サ

ー
チ
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
、
獣
医
系

大
学
の
産
業
動
物
に
関
わ
る
セ
ン
タ
ー

等
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
産
業
動
物
防
疫

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
参
加
し
、
教
育
、

研
究
連
携
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
全
国
に

広
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

2
0
1
8
年
9
月
、
岐
阜
市
内
の
養

豚
場
で
国
内
26
年
ぶ
り
と
な
る
豚
コ
レ

ラ
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
一
週
間
後

に
は
岐
阜
大
学
か
ら
す
ぐ
近
く
の
用
水

路
で
死
ん
で
い
た
野
生
イ
ノ
シ
シ
か

ら
豚
コ
レ
ラ
ウ
イ
ル
ス
が
検
出
さ
れ
ま

し
た
。
豚
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
強
く

要
望
し
て
い
ま
す
が
、
国
は
か
た
く

な
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
許
可
し
な
い
ま

ま
、
有
効
な
打
開
策
を
打
ち
出
せ
ず
、

発
生
か
ら
1
年
近
く
経
ち
ま
す
。
7
月

10
日
に
は
つ
い
に
国
内
31
例
目
と
な
る

発
生
が
岐
阜
県
内
の
養
豚
場
で
あ
り
、

県
内
飼
育
頭
数
の
半
数
が
殺
処
分
さ
れ

ま
し
た
。
野
生
イ
ノ
シ
シ
へ
の
ワ
ク
チ

ン
散
布
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
効
果
は
限
定
的
で
あ
り
、
岐
阜
、
愛

知
、
三
重
、
福
井
、
長
野
の
イ
ノ
シ
シ

ま
で
ウ
イ
ル
ス
が
拡
散
し
て
い
ま
す

（
2
0
1
9
年
7
月
13
日
現
在
）。

　

GeFAH

の
教
員
は
、
農
林
水
産
省
の

拡
大
豚
コ
レ
ラ
疫
学
調
査
チ
ー
ム
の
メ

ン
バ
ー
と
し
て
発
生
農
場
で
の
調
査
に

協
力
し
て
い
る
ほ
か
、
岐
阜
県
の
有
識

者
会
議
の
委
員
長
、
豚
コ
レ
ラ
拡
散
防

止
対
策
検
討
会
、
野
生
イ
ノ
シ
シ
対
策

に
つ
い
て
の
意
見
交
換
会
、
愛
知
県
・

岐
阜
県
ア
ド
バ
イ
サ
リ
ー
・
グ
ル
ー
プ

会
議
、
等
に
専
門
家
と
し
て
出
席
、
協

力
し
て
き
ま
し
た
。
大
規
模
養
豚
場
で

発
生
が
あ
る
た
び
に
、
獣
医
師
の
資
格

を
有
す
るGeFAH

・
共
同
獣
医
学
科
の

教
員
、
大
学
院
生
は
、
岐
阜
県
か
ら
の

要
請
に
よ
り
殺
処
分
、
防
疫
措
置
作
業

に
何
回
も
加
わ
り
ま
し
た
。
今
の
養
豚

場
は
、
ウ
イ
ル
ス
が
ド
ロ
ド
ロ
の
土
石

流
の
中
に
取
り
残
さ
れ
た
小
さ
な
中
州

で
す
。
養
豚
農
家
さ
ん
は
必
死
に
な
っ

て
防
疫
に
努
め
て
い
ま
す
。
家
畜
保
健

衛
生
所
、
岐
阜
県
の
職
員
は
疲
弊
し
て

い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
許
可
さ
れ

な
い
限
り
、
残
念
な
が
ら
発
生
は
今
後

も
続
く
と
思
わ
れ
る
危
機
的
な
状
況
で

す
。GeFAH

で
は
今
後
も
、
家
畜
衛
生

教
育
・
研
究
、
自
治
体
と
の
連
携
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
豚
コ
レ
ラ
が
早
期

に
収
束
す
る
こ
と
を
強
く
願
っ
て
や
み

ま
せ
ん
。
今
後
と
も
同
窓
の
皆
様
の
ご

指
導
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

（GeFAH

セ
ン
タ
ー
長　

猪
島
康
雄
）GeFAH の２種類のロゴマーク
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定
年
退
職　

�

Ｈ
30
．３
．31

生
産
環
境
科
学
課
程

　
　

田
　
中
　
逸
　
夫

Ｈ
30
．３
．31

応
用
生
命
科
学
課
程

　
　
葭
　
谷
　
耕
　
三

Ｈ
31
．３
．31

共
同
獣
医
学
科

　
　
阿
　
閉
　
泰
　
郎

Ｈ
31
．３
．31

共
同
獣
医
学
科

　
　
栁
　
井
　
德
　
磨

	

転
出　

�

Ｈ
30
．10
．31

共
同
獣
医
学
科

　
　
大
　
屋
　
賢
　
司

国
立
医
薬
品
食
品
衛
生
研
究
所　

衛
生

微
生
物
部
第
二
室
長
へ
転
出

Ｈ
31
．３
．31

共
同
獣
医
学
科

　
　
山
　
添
　
和
　
明

学
校
法
人
加
計
学
園　

岡
山
理
科
大
学

へ
転
出

Ｈ
31
．３
．31

応
用
生
命
科
学
課
程

　
　
寺
　
本
　
好
　
邦

京
都
大
学
生
物
生
産
環
境
学
系
へ
転
出

昇
任　

�

Ｈ
31
．４
．1

応
用
生
命
科
学
課
程　

食
品
生
命
科
学

　

准
教
授

　
　
稲
　
垣
　
瑞
　
穂

応
用
生
命
科
学
課
程　

食
品
生
命
科
学

　

助
教
か
ら

Ｈ
31
．４
．1

応
用
生
命
科
学
課
程　

食
品
生
命
科
学

　

准
教
授

　
　
勝
　
野
　
那
嘉
子

応
用
生
命
科
学
課
程　

食
品
生
命
科
学

　

助
教
か
ら

Ｈ
31
．４
．1

応
用
生
命
科
学
課
程　

食
品
生
命
科
学

　

准
教
授

　
　
タ
ン
マ
ウ
ォ
ン

　
　
　
　
　
マ
ナ
ス
ィ
カ
ン

応
用
生
命
科
学
課
程　

食
品
生
命
科
学

　

助
教
か
ら

Ｒ
1
．８
．1

共
同
獣
医
学
科　

教
授

　
　
渡
　
邊
　
一
　
弘

共
同
獣
医
学
科　

准
教
授
か
ら

採
用　

�

Ｒ
1
．５
．1

共
同
獣
医
学
科　

獣
医
微
生
物
学

　

准
教
授

　
　
中
　
川
　
敬
　
介

獣
医
微
生
物
学
研
究
室　

准
教
授

　

中
川 　

敬
介

　

深
秋
の
候
、
同
窓
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ご
健

勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
度
、
応
用
生

物
科
学
部　

共
同
獣
医
学
科　

獣
医
微
生
物
学
教
室　

准

教
授
の
職
を
拝
命
致
し
ま
し
た
中
川
敬
介
と
申
し
ま
す
。

私
は
岐
阜
大
学　

農
学
部　

獣
医
学
科
を
２
０
０
９
年
に

修
了
し
、
２
０
１
３
年
に
岐
阜
大
学
大
学
院
連
合
獣
医
学

研
究
科
に
て
学
位
（
獣
医
学
）
を
取
得
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
テ
キ
サ
ス
大
学
に
て
人
獣
共
通
感
染
症
で
あ
る
中
東

呼
吸
器
症
候
群
（
M
E
R
S
）
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
研
究

に
従
事
し
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
度
、
母
校
で
あ
る
岐
阜

大
学
で
教
員
と
し
て
働
く
機
会
に
恵
ま
れ
た
こ
と
を
と
て

も
幸
せ
に
思
い
ま
す
。
岐
阜
大
学
で
は
今
ま
で
の
研
究
経

験
を
生
か
し
、
動
物
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す

る
治
療
・
予
防
・
診
断
法
開
発
に
関
す
る
研
究
を
行
う
つ

も
り
で
お
り
ま
す
。
今
後
展
開
す
る
研
究
に
よ
り
、
少
し

で
も
畜
産
業
お
よ
び
動
物
医
療
に
貢
献
で
き
た
ら
望
外
の

喜
び
で
あ
り
ま
す
。
M
E
R
S
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
出
現

や
、昨
今
の
豚
コ
レ
ラ
の
流
行
が
示
し
て
お
り
ま
す
様
に
、

感
染
症
の
脅
威
か
ら
動
物
や
人
類
を
守
る
獣
医
師
の
需
要

が
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
私
が
担
当
し
ま
す
獣
医

微
生
物
学
は
獣
医
学
の
様
々
な
分
野
に
関
わ
る
重
要
な
学

問
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
責
任
を
感
じ
つ
つ
、
微
生
物
に
対

す
る
正
し
い
知
識
を
備
え
、
様
々
な
現
場
で
活
躍
で
き
る

人
材
の
育
成
に
尽
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
未
熟
な
教

員
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
何
卒
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指

導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

田中　　貴　助教

松井　　勤　教授	
日本作物学会第247回講演会優秀発表賞� 平成31年３月29日

猪島　康雄　教授	 平成30年度森永奉仕会賞� 令和元年６月１日

山本　義治　教授	 OUTSTANDING PAPER AWARD� 令和元年６月27日

西津　貴久　教授	 日本食品工学会2018年度研究賞� 令和元年８月７日

楠田　哲士　准教授	 第22回公益信託エスペック地球環境研究・
	 技術基金・エスペック環境研究奨励賞� 令和元年８月23日

猪島　康雄　教授	 第25回日本野生動物医学会大会優秀口頭発表賞� 令和元年９月１日

西津　貴久　教授	 農業食料工学会学術賞� 令和元年９月３日

椎名　貴彦　准教授	 令和元年度日本獣医学会賞� 令和元年９月11日

 
教
員
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新
任
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あ
い
さ
つ
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岐
阜
大
学
で
の
教
育
・
研
究

を
終
え
る
に
あ
た
り早

川　

享
志

　

私
が
岐
阜
大
学

に
来
た
の
は
平

成
2
年
3
月
1
日
、
そ
し
て
令
和
2
年

3
月
31
日
に
定
年
を
迎
え
ま
す
。
岐
阜

で
の
30
年
に
も
及
ぶ
教
育
・
研
究
生
活

は
あ
っ
と
い
う
間
と
い
う
の
が
実
感
で

す
。
岐
阜
に
来
る
前
は
東
京
農
業
大
学

で
約
４
年
間
助
手
と
し
て
過
ご
し
ま
し

た
。
岐
阜
大
で
の
公
募
が
あ
る
と
い
う

情
報
を
頂
き
、
関
連
書
類
を
提
出
し
て

忘
れ
た
頃
に
、
教
授
会
を
通
っ
た
と
の

連
絡
を
受
け
て
岐
阜
大
へ
の
赴
任
が
決

ま
り
ま
し
た
。
今
の
手
続
き
を
思
う
と

と
て
も
簡
素
で
す
。
採
用
前
は
「
人
事

は
当
分
動
か
な
い
か
ら
10
年
は
助
手
覚

悟
！
」
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

有
難
い
こ
と
に
1
年
も
経
た
ず
に
昇
任

の
話
が
持
ち
上
が
り
翌
1
月
に
は
助
教

授
に
昇
任
し
ま
し
た
。
研
究
で
は
柘
植

教
授
の
下
で
ビ
タ
ミ
ン
B
6
関
連
の
動

物
実
験
の
立
上
げ
が
当
初
の
私
の
役
割

で
し
た
が
、
自
分
の
研
究
テ
ー
マ
も
持

た
ね
ば
な
ら
な
い
雰
囲
気
の
中
、「
食

物
繊
維
と
腸
内
ビ
タ
ミ
ン
B
6
産
生
」

の
研
究
を
始
め
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
、

外
部
資
金
研
究
の
一
つ
で
あ
っ
た
「
老

化
デ
ン
プ
ン
（
今
で
い
う
と
こ
ろ
の
タ

イ
プ
3
の
レ
ジ
ス
タ
ン
ト
ス
タ
ー
チ
）

の
生
理
効
果
に
関
す
る
実
験
」
を
私
が

担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

実
験
の
お
か
げ
で
、
ア
デ
レ
ー
ド
（
豪
）

国
際
栄
養
学
会
で
の
発
表
、
科
研
費
の

取
得
、
そ
れ
に
続
く
ア
デ
レ
ー
ド
へ
の

留
学
と
、
赴
任
後
5
年
間
で
レ
ジ
ス
タ

ン
ト
ス
タ
ー
チ
研
究
が
一
つ
の
柱
に
な

り
ま
し
た
。
日
本
は
デ
ン
プ
ン
研
究
者

が
多
く
、
研
究
も
盛
ん
で
す
。
と
い
う

の
も
、
デ
ン
プ
ン
の
老
化
は
、
食
品
業

界
に
と
っ
て
は
有
難
く
な
い
現
象
で
、

老
化
デ
ン
プ
ン
は
食
感
低
下
に
つ
な
が

る
厄
介
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
デ
ン
プ

ン
の
研
究
は
老
化
を
抑
え
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
研
究
が
中
心
で
、
老
化
デ
ン

プ
ン
の
生
理
効
果
に
着
目
し
た
研
究
は

殆
ど
手
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
細
々
と
継
続
し
た
の
が

幸
い
し
、
近
年
で
は
T
V
や
雑
誌
等
い

ろ
い
ろ
な
媒
体
で
レ
ジ
ス
タ
ン
ト
ス

タ
ー
チ
を
取
り
上
げ
て
頂
き
、
体
に
良

い
物
ら
し
い
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
頂

け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
研
究
者
冥

利
に
尽
き
ま
す
。

　

岐
阜
と
は
無
縁
と
思
っ
て
い
た
私
で

す
が
、
大
学
院
入
学
時
の
指
導
教
授
、

技
官
、
研
究
室
先
輩
は
岐
阜
大
学
出
身

者
で
、
各
務
同
窓
生
に
は
赴
任
以
前
か

ら
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
私
が
関
わ
っ
た
多
く
の

同
窓
生
な
ら
び
に
職
員
の
方
々
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

退
職
予
定
者
の
挨
拶

荒
幡　

克
己

　

こ
の
た
び
、
退

職
を
迎
え
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
岐
阜
大
学
で
過
ご
し

た
20
有
余
年
、
こ
れ
ま
で
楽
し
く
、
充

実
し
た
日
々
を
送
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
の
も
、
偏
に
、
教
員
、
事
務
職
員
の

皆
様
の
御
蔭
で
す
。
こ
の
場
を
借
り
て
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
る
日
々
を
振

り
返
る
と
、
研
究
、
教
育
、
管
理
運
営
、

そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
で
様
々
な
シ
ー
ン
が
浮

か
び
ま
す
が
、
総
じ
て
言
え
ば
、
研
究

は
ま
あ
「
人
並
み
に
」、
教
育
は
「
試
行

錯
誤
、悪
戦
苦
闘
」
と
い
う
感
じ
で
し
た
。

管
理
運
営
で
は
、
誇
れ
る
ほ
ど
の
貢
献

を
し
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
仕

事
を
通
じ
て
、
私
自
身
が
得
る
も
の
が

多
か
っ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

私
は
、
入
試
関
係
の
業
務
を
長
く
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
平
成
20

年
代
半
ば
ま
で
は
、
入
試
担
当
が
広
報

も
兼
ね
て
や
っ
て
お
り
ま
し
た
。
ち
ょ
う

ど
そ
の
こ
ろ
、
課
程
に
よ
っ
て
は
入
試
倍

率
が
落
ち
込
み
ま
し
た
の
で
、
そ
の
梃
入

れ
の
た
め
に
、
高
校
訪
問
を
盛
ん
に
や
り

ま
し
た
。
私
も
、
入
試
委
員
長
、
副
委

員
長
の
時
代
を
合
わ
せ
て
、
延
べ
33
の
高

校
を
訪
問
し
ま
し
た
。
北
は
、
能
登
半

島
の
石
川
県
七
尾
高
校
、
千
曲
川
沿
い

の
長
野
県
屋
代
高
校
、
そ
し
て
、
東
は
、

埼
玉
県
川
越
女
子
高
校
ま
で
行
き
ま
し

た
。
こ
の
仕
事
は
、
一
般
企
業
の
セ
ー
ル

ス
マ
ン
と
同
じ
で
、「
足
を
運
ん
だ
こ
と
」

自
体
に
意
義
が
あ
り
、
余
り
長
話
し
た

り
し
て
は
嫌
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
時
間

に
遅
れ
な
い
よ
う
に
早
め
に
着
い
て
、
比

較
的
短
時
間
で
面
談
を
終
え
て
、
余
っ

た
時
間
を
利
用
し
て
、校
庭
を
散
策
し
、

校
歌
が
刻
ま
れ
た
石
碑
を
見
つ
け
る
、
と

い
う
楽
し
み
を
、
訪
れ
た
各
校
で
味
わ

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
石
碑
の
前

で
佇
み
、
校
歌
の
一
節
一
節
を
読
み
、
時

に
は
事
前
に
Y
o
u 

T
u
b
e
等
で
確

認
し
た
メ
ロ
デ
ィ
に
合
わ
せ
て
歌
っ
て
み

る
と
、
そ
の
高
校
の
創
設
者
の
思
い
が
伝

わ
っ
て
く
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。「
こ

う
い
う
教
育
を
受
け
て
育
て
ら
れ
た
学

生
が
入
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
し
っ
か
り

と
、
更
に
そ
の
芽
を
伸
ば
す
教
育
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
、
気
を
引
き

締
め
直
す
こ
と
が
、
し
ば
し
ば
あ
り
ま

し
た
。
更
に
、
各
高
校
の
校
歌
が
教
え

る
と
こ
ろ
は
、
私
自
身
の
生
き
方
に
対
し

て
も
、
示
唆
に
富
む
内
容
で
も
あ
り
ま

し
た
。

　

私
は
、
農
林
水
産
省
の
行
政
官
か
ら

転
じ
て
の
大
学
教
員
で
し
た
の
で
、
教
学

委
員
等
の
仕
事
に
は
苦
手
意
識
が
あ
り
、

と
は
い
え
、
管
理
運
営
で
も
せ
め
て
人
並

み
の
貢
献
は
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と

思
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
分
野
な

ら
ば
何
と
か
出
来
そ
う
だ
、
と
い
う
消

極
的
な
理
由
で
選
ん
だ
入
試
分
野
で
し

た
が
、
貢
献
出
来
た
か
ど
う
か
は
さ
て

お
き
、
結
果
的
に
私
自
身
に
と
っ
て
、
勉

強
に
な
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。

　

研
究
に
関
し
て
付
言
す
れ
ば
、
私
の

よ
う
な
文
科
系
、
特
に
私
の
専
門
の
一
つ

で
あ
る
経
済
史
と
い
う
分
野
は
、
比
較

的
高
齢
で
も
活
躍
し
、
ま
た
、
長
く
や
っ

て
よ
う
や
く
実
を
結
ぶ
、
と
い
う
性
格

が
あ
り
ま
す
。
研
究
に
関
し
て
は
、
ま
だ

こ
れ
か
ら
私
自
身
の
や
っ
て
き
た
こ
と
の

集
大
成
を
仕
上
げ
る
こ
と
が
責
務
、
と

い
う
感
じ
で
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
精

進
す
る
所
存
で
す
。

　

最
後
に
、
改
め
て
、
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
皆
様
に
深
く
感
謝
し
て
、
擱
筆

す
る
こ
と
と
致
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

感
　
謝

千
家　

正
照

　

昭
和
56
年
１
月

４
日
に
助
手
と

し
て
岐
阜
大
学
に
着
任
し
ま
し
た
。
ま

だ
農
学
部
の
キ
ャ
ン
パ
ス
が
各
務
原
の

地
に
あ
っ
た
頃
で
す
。
当
時
は
日
本
全

国
が
記
録
的
な
豪
雪
に
見
舞
わ
れ
、
着

任
当
日
の
岐
阜
も
数
十
セ
ン
チ
の
積
雪

退
職
予
定
者
の
あ
い
さ
つ
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が
あ
り
、
と
ん
で
も
な
い
所
に
就
職
し

た
も
の
だ
と
後
悔
し
た
こ
と
を
記
憶
し

て
お
り
ま
す
。
早
い
も
の
で
そ
れ
か
ら

約
40
年
も
の
月
日
が
矢
の
ご
と
く
過
ぎ

去
り
、
そ
の
間
、
大
学
は
目
ま
ぐ
る
し

く
変
化
し
ま
し
た
。
昭
和
57
年
に
は
現

在
の
黒
野
の
地
に
農
学
部
が
統
合
移
転

し
、
着
任
早
々
、
毎
日
の
よ
う
に
引
っ

越
し
の
準
備
に
追
わ
れ
た
こ
と
を
昨
日

の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
し
ま
す
。
昭

和
63
年
に
は
獣
医
を
除
く
５
学
科
が
３

学
科
に
改
組
さ
れ
私
の
専
門
分
野
で
あ

る
農
業
工
学
科
が
消
滅
し
ま
し
た
。
平

成
16
年
に
は
全
国
の
国
立
大
学
が
法
人

化
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
公
務
員
の
身
分

が
剥
奪
さ
れ
、
同
時
に
岐
阜
大
学
か
ら

伝
統
あ
る
農
学
部
の
名
称
が
と
う
と
う

消
滅
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
来
る
令
和

２
年
４
月
に
は
名
古
屋
大
学
と
の
経
営

統
合
に
よ
り
東
海
国
立
大
学
機
構
の
一

員
と
し
て
岐
阜
大
学
が
生
ま
れ
変
わ
ろ

う
と
し
て
お
り
、
こ
の
大
き
な
変
革
の

真
っ
た
だ
中
で
退
職
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
間
、
私
自
身
が
成
し
遂

げ
た
こ
と
は
何
も
な
く
申
し
訳
な
い
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
た
だ
、
毎
年
、

研
究
室
を
巣
立
っ
た
多
く
の
卒
業
生
が

社
会
で
立
派
に
活
躍
し
て
い
る
姿
を
見

る
に
つ
け
、
自
分
が
素
晴
ら
し
い
職
場

に
身
を
置
け
た
こ
と
の
幸
運
に
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
今
ま
で
、
私
を
支
え
て

い
た
だ
い
た
職
場
の
皆
様
や
学
生
諸
君

に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
皆
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

早
川
享
志
教
授
の

　
定
年
退
職
の
お
知
ら
せ

　

応
用
生
命
科
学
課
程 

食
品
生
命
科
学

コ
ー
ス
の
早
川
享
志
教
授
は
、
令
和
2

年
3
月
31
日
を
も
っ
て
定
年
退
職
さ
れ

ま
す
。

　

先
生
は
平
成
2
年
3
月
に
東
京
農
業

大
学 
農
学
部 

助
手
か
ら
本
学 

農
学
部 

生
物
資
源
利
用
学
科 

助
手
に
転
任
さ

れ
、
平
成
15
年
に
教
授
に
昇
任
さ
れ
ま

し
た
。
平
成
16
年
か
ら
は
学
部
改
組
に

よ
り
応
用
生
物
科
学
部
教
授
と
し
て
教

育
・
研
究
に
従
事
さ
れ
ま
し
た
。

　

先
生
は
、
食
品
栄
養
学
的
視
点
か
ら
、

レ
ジ
ス
タ
ン
ト
ス
タ
ー
チ
等
の
ル
ミ
ナ

コ
イ
ド
に
よ
る
大
腸
内
環
境
の
改
善
に

つ
い
て
研
究
を
進
め
る
と
と
も
に
、
水

溶
性
ビ
タ
ミ
ン
で
あ
る
V
・
B
6
の
関

わ
る
代
謝
調
節
機
構
を
栄
養
生
化
学
的

に
解
析
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
研
究

を
通
し
て
、
5
名
の
課
程
博
士
を
含
む

数
多
く
の
優
秀
な
人
材
を
社
会
に
輩
出

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
先
生
は
教
学
委

員
長
や
応
用
生
命
科
学
課
程
長
な
ど
学

部
・
課
程
の
重
要
な
ポ
ス
ト
を
務
め
ら

れ
、
学
部
運
営
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

　

先
生
の
ご
退
職
に
あ
た
り
、
最
終
講

義
『
科
学
の
発
展
と
栄
養
』
を
令
和
2

年
2
月
10
日
（
月
）
午
後
に
、
全
学
共

通
教
育
講
義
棟
多
目
的
室
に
お
い
て
開

催
し
ま
す
の
で
、
多
数
の
ご
参
加
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
講
義
の
後
、
15
時
30
分
よ
り
応

用
生
物
科
学
部
B
棟
2
階
の
第
1
会
議

室
に
お
い
て
茶
話
会
を
開
催
す
る
予
定

で
す
。

（
中
川
智
行
）

荒
幡
克
己
教
授
の

　
定
年
退
職
の
お
知
ら
せ

　

応
用
生
命
科
学
課
程 

食
品
生
命
科
学

コ
ー
ス
の	

荒
幡
克
己
教
授
は
、
令
和
2

年
3
月
31
日
を
も
っ
て
定
年
退
職
さ
れ

ま
す
。

　

先
生
は
、
平
成
8
年
に
農
林
水
産
省

東
海
農
政
局
農
産
普
及
課
長
か
ら
本
学

農
学
部
生
物
生
産
シ
ス
テ
ム
学
科
に
助

教
授
と
し
て
転
任
さ
れ
、
平
成
11
年
に

教
授
に
昇
任
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
16
年

か
ら
は
学
部
改
組
に
よ
り
応
用
生
物
科

学
部
教
授
と
し
て
教
育
・
研
究
に
従
事

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
日
本
の
農
業

政
策
、
食
料
政
策
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ

カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
比
較
を
交
え
つ

つ
、
計
量
的
な
手
法
に
よ
り
分
析
さ
れ

る
と
と
も
に
、
経
済
史
の
視
点
か
ら
も

研
究
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
一
方
、
学
内

の
管
理
運
営
で
は
、
入
試
委
員
を
長
く

務
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
入
試
委
員
長

と
し
て
も
、
学
部
運
営
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

　

先
生
の
ご
退
職
に
あ
た
り
、
最
終
講

義
「
岐
阜
高
等
農
林
学
校
校
歌
「
我

ら
多
望
の
春
に
し
て
」
の
源
流
を
訪
ね

て

−

凛
真
寮
歌
と
の
比
較

−

（
仮
題
）」

を
令
和
2
年
2
月
10
日
（
月
）
13
時
よ

り
、
全
学
共
通
教
育
講
義
棟
多
目
的
室

に
お
い
て
開
催
し
ま
す
の
で
、
多
数
の

ご
参
加
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
講
義
の
後
、
15
時

30
分
よ
り
応
用
生
物
科
学
部
棟
2
階
の

第
1
会
議
室
に
お
い
て
懇
親
会
を
開
催

す
る
予
定
で
す
。

（
西
津
貴
久
）

千
家
正
照
教
授
の

　
定
年
退
職
の
お
知
ら
せ

　

生
産
環
境
科
学
課
程
環
境
生
態
科
学

コ
ー
ス
の
千
家
正
照
教
授
は
、
令
和
2

年
3
月
を
も
っ
て
定
年
退
職
な
さ
れ
ま

す
。

　

先
生
は
、
昭
和
55
年
12
月
に
京
都
大

学
農
学
研
究
科
博
士
課
程
を
中
退
し
、

翌
1
月
よ
り
岐
阜
大
学
農
学
部
に
助
手

と
し
て
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

講
師
、
助
教
授
、
を
経
て
、
平
成
8
年

4
月
に
教
授
へ
と
昇
進
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
間
、
生
産
環
境
科
学
課
程
長
、
連

合
農
学
研
究
科
長
と
い
っ
た
要
職
を
歴

任
さ
れ
、
岐
阜
大
学
に
お
け
る
農
学
教

育
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
研
究

で
は
、
農
業
用
水
に
関
わ
る
様
々
な
問

題
に
取
り
組
み
、
解
決
策
を
提
示
す
る

こ
と
で
、
水
利
環
境
学
の
発
展
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
農
林
水

産
省
、
国
土
交
通
省
、
水
資
源
機
構
、

岐
阜
県
や
近
隣
各
県
に
お
け
る
数
多
く

の
委
員
会
に
貢
献
さ
れ
、
東
海
地
方
に

お
け
る
農
業
農
村
工
学
分
野
の
ご
意
見

番
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　

先
生
の
ご
退
職
に
あ
た
り
、
令
和
2

年
3
月
14
日
（
土
）
13
時
よ
り
、
全
学

共
通
教
育
棟
1
0
1
番
教
室
に
て
、
最

終
講
義
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
同
日

18
時
よ
り
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ベ
ー
ル
岐

山
に
て
、
定
年
を
祝
う
会
を
開
催
す
る

予
定
で
す
。

（
乃
田
啓
吾
）

叙位・叙勲

　次の通り叙勲がありました。

土川　健之　氏（Ｖ大16）

旭日中綬章
（令和元年５月21日）

退
職
者
記
念
事
業
の
お
知
ら
せ
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同
窓
会
長
賞
は
、
毎
年
1
回
優
秀

な
学
生
の
日
頃
の
努
力
を
顕
彰
す
る

目
的
で
平
成
19
年
度
に
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
平
成
30
年
度
も
各
課
程
お
よ

び
専
攻
か
ら
の
推
薦
を
受
け
て
、
応

用
生
物
科
学
研
究
科
の
学
生
の
中
か

ら
次
の
受
賞
者
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
に
は
心
よ
り
お
祝
い
申
し
あ

げ
ま
す
。
ま
た
、
な
お
一
層
の
ご
活

躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

■ 

受
賞
者
（
敬
称
略
）

　

 

応
用
生
命
科
学
課
程外

島　
　

響　

　

 

生
産
環
境
科
学
課
程平

松　

志
歩　

　

 

共
同
獣
医
学
科

成
田　

桃
子　

　

 

生
命
科
学
・
化
学
専
攻竹内　

萌
恵　

　

 

生
物
生
産
環
境
科
学
専
攻

中
森
さ
つ
き　

�

外
島
　
　
響

　

十
一
月
も
終
盤
を
迎
え
、
ま
す
ま

す
冬
の
気
配
が
色
濃
く
な
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
こ
の
度
は
同
窓
会
長
賞

と
い
う
素
晴
ら
し
い
賞
を
頂
け
て
と

て
も
光
栄
に
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
賞
を
頂
け
た
の
も
先
生
方
や
先
輩
、

友
人
た
ち
が
親
身
に
な
っ
て
私
を
支

え
て
下
さ
っ
た
こ
と
や
家
族
の
絶
え

間
な
い
協
力
の
お
か
げ
で
す
。
私
に

関
わ
っ
て
下
さ
っ
た
皆
さ
ん
に
深
く

感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
今
あ
る

環
境
に
感
謝
し
て
勉
学
に
励
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
度
は
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�　

平
松
　
志
歩

　

こ
の
度
は
同
窓
会
長
賞
と
い
う
栄

誉
あ
る
賞
を
頂
き
、
誠
に
光
栄
に
存

じ
ま
す
。
共
に
切
磋
琢
磨
し
勉
学
に

励
ん
で
き
た
同
期
や
ご
指
導
賜
り
ま

し
た
先
輩
方
や
先
生
方
に
感
謝
申
し

上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

大
学
の
4
年
間
は
あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
い
、
今
は
新
社

会
人
と
し
て
、
日
々
四
苦
八
苦
し
な

が
ら
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
大
学
入

学
当
時
、
私
は
将
来
へ
の
明
確
な
ビ

ジ
ョ
ン
は
持
っ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
4
年
間
勉
学

に
真
剣
に
向
き
合
う
こ
と
で
、
自
分

の
将
来
に
対
し
て
も
真
剣
に
向
き
合

う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
後
、
岐

阜
大
学
の
卒
業
生
で
あ
る
こ
と
に
誇

り
と
自
覚
を
持
ち
、
一
社
会
人
と
し

て
社
会
に
貢
献
出
来
る
よ
う
努
め
て

参
り
ま
す
。

�

成
田
　
桃
子

　

こ
の
度
は
同
窓
会
長
賞
と
い
う
素

晴
ら
し
い
賞
を
頂
き
誠
に
光
栄
に
存

じ
ま
す
。
熱
心
に
ご
指
導
頂
い
た
先

生
方
や
先
輩
方
、
支
え
て
く
れ
た
同

期
や
後
輩
達
、
そ
し
て
、
温
か
く
見

守
っ
て
く
れ
て
き
た
家
族
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
学
6
年
間
は
、
勉
強
、
部
活
、

研
究
、
遊
び
と
、
日
々
充
実
し
た
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

卒
業
後
は
社
会
人
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
に
出
会
っ
た
方
々
や
培
っ
て
き
た

経
験
を
大
切
に
し
つ
つ
、
同
窓
会
長

賞
に
恥
じ
な
い
獣
医
師
に
な
れ
る
よ

う
努
め
て
参
り
ま
す
。

�

竹
内
　
萌
恵

　

こ
の
度
は
、
同
窓
会
長
賞
と
い
う

形
で
大
学
で
の
活
動
を
評
価
し
て
い

た
だ
き
、
誠
に
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

岐
阜
大
学
で
は
、
熱
心
に
ご
指
導
い

た
だ
い
た
先
生
方
や
、
互
い
に
高
め

あ
っ
た
同
期
と
共
に
大
変
充
実
し
た

研
究
生
活
を
送
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
現
在
、
私
は
食
品
メ
ー
カ
ー
で

よ
り
よ
い
商
品
を
開
発
す
る
た
め
の

研
究
活
動
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。
う

ま
く
い
か
な
い
こ
と
も
多
い
で
す
が
、

大
学
で
培
っ
た
研
究
に
対
し
て
貪
欲

に
取
り
組
む
姿
勢
を
強
み
に
、
社
会

に
貢
献
出
来
る
よ
う
日
々
成
長
し
て

い
き
ま
す
。

�

中
森
さ
つ
き

　

同
窓
会
長
賞
と
い
う
形
で
大
学
院

で
の
活
動
を
評
価
し
て
い
た
だ
き
、

非
常
に
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
賞
が
い
た
だ
け
た
の

も
、
熱
心
に
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た

先
生
方
や
、
共
に
学
ん
で
き
た
友
人

た
ち
、
困
っ
た
時
に
は
優
し
く
助
け

て
く
だ
さ
っ
た
先
輩
方
、
そ
し
て
常

に
応
援
を
し
て
く
れ
た
両
親
の
お
か

げ
で
あ
り
、心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
は
岐
阜
大
学
・
大
学
院
で
学

び
得
た
も
の
を
最
大
限
に
活
か
し
、

社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
て
参

り
ま
す
。

脂
肪
肝
お
よ
び
肝
障
害
に

対
す
る
日
本
酒
特
異
成
分

α

−

エ
チ
ル
グ
ル
コ
シ
ド
の

持
続
的
予
防
効
果
の
検
討

島
田　

昌
也

　

平
成
30
年
度
吉
嵜
清
己
研
究
支
援
寄

付
金
に
よ
り
、
日
本
酒
の
薬
効
と
い
う

点
に
着
目
し
た
新
た
な
研
究
を
立
ち
上

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

日
本
酒
に
は
古
く
か
ら
「
酒
は
百
薬

の
長
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、

適
量
の
日
本
酒
摂
取
に
は
薬
効
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
薬
効
が
期
待
さ

れ
る
日
本
酒
特
異
的
成
分
の
一
つ
が

α

−

エ
チ
ル
グ
ル
コ
シ
ド
（
以
下
α

−

E
G
）
で
あ
り
、
日
本
酒
の
原
料
で
あ

る
米
が
麹
菌
の
作
用
を
受
け
た
際
に
生

成
す
る
糖
質
で
す
。

　

本
研
究
で
は
、
果
糖
が
誘
導
す
る
肝

臓
の
脂
質
代
謝
異
常
や
炎
症
に
対
す
る

α

−

E
G
の
作
用
を
、
実
験
動
物
を
用

い
て
調
べ
た
結
果
、
α

−

E
G
の
摂
取

は
、
果
糖
に
よ
っ
て
低
下
し
た
肝
臓

の
脂
質
分
解
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
を
示

唆
す
る
興
味
深
い
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
ま

同
窓
会
長
賞
受
賞
者

平
成
30
年
度
受
領
者
報
告
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し
た
。
今
回
の
成
果
を
も
と
に
、
α

−

E
G
の
持
続
的
効
果
の
さ
ら
な
る
検
討

や
作
用
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
へ
と
研
究

を
展
開
す
る
予
定
で
す
。
本
研
究
の
成

果
が
、
日
本
酒
の
消
費
回
復
や
日
本
酒

の
文
化
継
承
を
支
え
る
き
っ
か
け
の
一

つ
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
研
究
を

実
施
す
る
あ
た
り
ご
支
援
い
た
だ
き
ま

し
た
吉
嵜
清
己
様
に
深
謝
申
し
上
げ
ま

す
。脳

内
神
経
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明

応
用
生
命
科
学
課
程 

橋
本　

美
涼

　

私
は
２
０
１
７
年
岐
阜
大
学
着
任

後
、
ま
ず
研
究
資
金
の
獲
得
が
非
常
に

重
要
な
ス
テ
ッ
プ
で
あ
っ
た
た
め
、
本
基

金
を
頂
く
と
い
う
非
常
に
大
き
な
有
り

難
み
を
噛
み
締
め
て
お
り
ま
す
。
応
用

生
命
科
学
課
程
に
本
基
金
制
度
を
立
て

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
吉
嵜
清
己
様
や
関

係
者
の
皆
様
方
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

脳
は
、
認
知
・
行
動
・
精
神
機
能
と

い
っ
た
人
間
の
様
々
な
活
動
を
担
っ
て
お

り
、
全
身
臓
器
の
中
で
も
最
も
複
雑
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
、
こ
の
脳
組
織

が
発
達
段
階
に
ど
の
よ
う
に
構
築
さ
れ
る

の
か
と
い
う
点
に
興
味
を
も
ち
、
専
門
の

動
物
生
化
学
の
視
点
で
そ
れ
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
本
助
成
研
究
で
、
特
に

小
脳
の
組
織
構
築
の
仕
組
み
を
調
べ
た
と

こ
ろ
、タ
ン
パ
ク
質
分
子
の
化
学
修
飾「
メ

チ
ル
化
」
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
メ
チ
ル
化
が

不
十
分
な
子
マ
ウ
ス
脳
で
は
、
脳
細
胞

同
士
の
接
着
や
、
細
胞
の
増
殖
・
生
存

と
い
っ
た
、
組
織
構
築
の
根
幹
を
支
え
る

仕
組
み
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
を
発
見
し

ま
し
た
。
今
後
は
本
助
成
研
究
で
得
ら

れ
た
知
見
を
基
盤
に
、
更
に
研
究
を
発

展
さ
せ
て
ゆ
く
所
存
で
す
。

C 

19
吉
嵜
清
己
研
究
支
援

寄
附
金
の
令
和
元
年
度
受

領
者

石
田　

秀
治

　

昭
和
19
年
9
月
に
農
芸
化
学
科
を
卒

業
さ
れ
た
吉
嵜
清
己
様
の
篤
志
に
よ

り
、
平
成
19
年
度
か
ら
「
吉
嵜
清
己
研

究
支
援
寄
附
金
」
と
し
て
、
応
用
生
命

科
学
課
程
教
員
の
研
究
を
支
援
し
て
頂

い
て
い
ま
す
。
ご
遺
族
様
か
ら
、
ご
逝

去
後
も
ご
援
助
を
継
続
し
て
頂
け
る
と

い
う
吉
嵜
様
の
ご
遺
志
を
伺
い
、
本
年

度
も
本
研
究
支
援
寄
附
金
の
受
領
者
の

選
考
を
進
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、稲
垣
瑞
穂
准
教
授
の
“
ヒ

ト
腸
内
細
菌
叢
の
代
謝
タ
イ
プ
の
カ
タ

ロ
グ
化
”
に
、
5
0
0
、0
0
0
円
の

ご
支
援
を
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

先
生
に
は
、
吉
嵜
様
が
望
ん
で
お
ら
れ

る
「
応
用
生
命
科
学
課
程
の
名
声
を
高

め
る
研
究
」
に
邁
進
頂
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　

岐
山
会
と
は
昭
和
33
年
（
１
９
５
８
）
卒
の

本
学
農
学
部
卒
業
生
の
会
で
す
。
農
学
、
林
学
、

農
芸
化
学
、
農
業
工
学
、
獣
医
学
、
総
合
農
学

の
6
学
科
2
0
0
名
の
会
で
す
。
各
務
同
窓
会

支
部
と
し
て
は
地
域
単
位
、
学
科
単
位
が
多
い

の
で
す
が
学
年
単
位
の
特
徴
が
あ
る
た
め
。
今

回
、
解
散
に
当
た
り
、
そ
の
発
足
、
活
動
の
経

過
と
特
徴
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

岐
山
会
が
発
足
し
た
の
は
昭
和
60
年
、
岡
本

憲
一
君
（
元
機
動
建
設
株
式
会
社
副
社
長
）
の

指
導
力
と
凛
真
寮
、
瑞
天
寮
な
ど
寮
生
が
多
く
、

学
科
間
の
相
互
交
流
が
多
か
っ
た
こ
と
に
あ
る

と
思
う
。
学
年
単
位
で
集
ま
る
こ
と
は
ク
ラ
ス

メ
イ
ト
が
皆
同
じ
方
向
に
向
か
う
（
人
工
林
的

教
育
の
）
こ
と
で
な
く
、
各
々
の
学
生
の
独
立

心
に
対
応
し
て
相
互
研
鑽
す
る
雑
木
林
的
な
力

強
さ
が
強
み
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

発
足
当
時
は
1
5
0
人
の
出
席
者
で
各
学
科

の
恩
師
を
2
～
3
人
招
い
て
盛
大
に
開
催
し
た

が
先
生
方
も
退
職
さ
れ
、
学
部
名
が
変
更
さ
れ
、

次
第
に
卒
業
生
の
み
と
な
り
、
卒
業
後
61
年
も

と
な
っ
た
本
年
は
25
名
と
少
な
く
な
り
、
解
散

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
会
費
残
金
を
各
務

同
窓
会
と
本
学
部
１
０
０
周
年
記
念
事
業
基
金

に
少
額
な
が
ら
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

会
員
の
一
端
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
名
誉
会
長
で
あ
る
真
鍋
賢
二
君
は
16
年
間
、

参
議
院
議
員
で
、
環
境
庁
長
官
を
務
め
た
。
同

君
は
、「
1
9
9
5
年
に
ご
み
処
理
場
と
し
て

計
画
し
た
藤
前
干
潟
の
埋
め
立
て
に
対
し
て
、

長
官
就
任
直
後
の
1
9
9
8
年
8
月
「
鳥
類
、

海
洋
生
物
保
護
の
立
場
か
ら
埋
め
立
て
に
反
対

す
る
」
と
表
明
し
、伊
勢
湾
北
部
約
89
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
干
潟
を
保
持
し
環
境
行
政
に
、
先
鞭
を
つ

け
た
。
吉
田
三
郎
元
羽
島
市
長
は
岐
阜
県
の
玄

関
と
し
て
の
羽
島
駅
周
辺
開
発
に
、
杉
山
茂
大

野
町
長
は
柿
と
バ
ラ
の
街
と
し
て
全
国
7
番
目

の
豊
か
な
町
に
築
き
上
げ
た
。

　

学
生
時
代
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
一
環
と
し
て
ブ

ラ
ジ
ル
渡
航
会
が
あ
り
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
学

び
、
何
人
か
が
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
を
果
た
し
た
。

卒
業
後
61
年
目
の
『
岐
山
会
』

支部会員からの便り
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岐
阜
県
高
等
学
校
支
部
（
各
務
会
）
は
、
岐

阜
県
内
の
高
校
（
農
業
科
、
理
科
）、
県
教
育

委
員
会
、
特
別
支
援
学
校
に
勤
務
し
て
い
る
者

及
び
退
職
者
で
組
織
さ
れ
総
数
は
１
６
３
名
で

す
。
令
和
元
年
度
総
会
・
懇
親
会
を
６
月
22
日

（
土
）
に
岐
阜
市
に
あ
る
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐

山
（
加
茂
農
林
高
校
担
当
）
で
開
催
し
ま
し
た
。

会
員
24
名
が
参
加
し
、
ご
来
賓
と
し
て
応
用
生

物
科
学
部 

副
学
部
長 

向
井
譲
先
生
、
応
用
生

物
科
学
部 

応
用
生
命
科
学
課
程 

課
程
長 

石
田

秀
治
先
生
を
お
迎
え
し
、
大
学
の
近
況
等
に
つ

い
て
お
話
し
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
両
先
生
と
会
員
が
学
部
の
動

向
や
昔
話
な
ど
を
語
り
合
い
、
有
意
義
で
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
会
の
終
盤
に
は
、

恒
例
と
な
っ
て
お
り
ま
す
岐
阜

高
等
農
林
学
校
校
歌
と
凛
真
寮

歌
を
参
加
者
全
員
で
歌
い
、
大

学
の
更
な
る
発
展
を
祈
り
な
が

ら
万
歳
三
唱
を
行
い
、
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
で
会
を
終
え
ま

し
た
。

岐
阜
県
高
等
学
校
支
部

西　

忠
久
君
は
カ
ン
ピ
ー
ナ
ス
市
の
東
山
農
場

の
場
長
と
な
り
、『
ブ
ラ
ジ
ル
新
移
民
の
人
生
』

を
刊
行
し
、
毎
年
の
岐
山
会
で
寄
せ
書
き
を
送

り
、
交
流
に
努
め
て
き
た
。
太
田
馨
君
は
『
元

虫
取
り
少
年
の
人
生
旅
』
を
刊
行
、
平
尾
弘
君

は
尺
八
の
名
手
で
あ
り
、
吉
野
満
君
と
と
も
に

会
の
た
び
ご
と
に
尺
八
を
演
じ
た
。

　

農
協
、
県
庁
、
会
社
関
係
者
の
多
く
が
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
と
な
り
、
会
の
た
び
ご
と
に
相
互
に

連
絡
し
あ
っ
て
い
た
。
奈
良
女
子
大
学
教
授
と

な
っ
た
清
水
晃
君
は
十
津
川
の
生
物
研
究
に
集

中
し
、
杉
本
勝
之
君
は
東
京
大
学
で
斎
藤
義
一

君
も
共
に
学
位
を
取
得
し
、
愛
知
県
食
品
業
界

ば
か
り
で
な
く
、
業
界
で
知
ら
れ
る
存
在
と
な

り
、
大
学
の
地
域
貢
献
に
果
た
し
た
功
績
は
大

き
い
。

　

尚
、
人
生
1
0
0
年
時
代
、
岐
山
会
は
死
す

と
も
『
岐
山
酒
』
と
し
て
そ
の
名
が
残
っ
た
こ

と
が
喜
ば
し
く
、
本
学
部
1
0
0
周
年
に
夢
と

期
待
を
膨
ら
ま
せ
な
が
ら
、
母
校
の
伝
統
と
発

展
を
祈
念
し
て
や
ま
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

（
岐
山
会
大
学
連
絡
委
員
、
杉
山
道
雄
）

村
井
　
真
（
Ｅ
36
）
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農　学　科

A10 板 垣 　 杲

A15 天 池 　 正

A18 黒 田 　 清

A21 鈴　木　士　朗

A21 藤 村 　 良

A22 稲　田　勝　美

A22 四宮（井村）具視

A24 桶田（八田）義一

A24 田　中　　　清

A24 林 　 猛

A24 平　岡　俊　彦

A24 藤　川　有　三

A大9 熊　本　幹　夫

A大12 今　井　時　男

A大20 中　川　良太郎

A大33 小　島　賢　治

林　学　科

F19 宮 地 永 一

F大1 朝 原 　 亨

F大1 富 田 　 進

F大4 西澤（坂井）保夫

F大5 可 児 秋 呂

F大6 今井田　正　光

F大7 小 川 哲 夫

F大9 大 脇 　 寿

農芸化学科

C18 平　出　利　男

C21 荒　木　正　男

C22 上　野　良　光

C22・C大2 嵯　峨　孝　男

C22 坂　井　保　信

C22 栁　田　辰　巳

C24 戸　苅　良　美

C25 桑　原　利　雄

C25 堀　　　鋭　雄

C大1 川尻（上野田）又秀

C大3 伊　藤　　　昇

C大3 川　島　拓　司

C大8 小　池　俊　治

C大10 堀　田　文　彦

C大21 新　美　正　治

C大37 天　野　　　仁

農産製造科

M2 松　井　　　優

獣医学科

V1 竹　島　克　二

V2 堀　　　正　洋

V3 加　藤　幸　雄

V6 小　島　成　克

V7 多　田　兼　成

V9 小　川　　　隆

V大1 上中　孫右衛門

V大2 市　川　　　要

V大3 近　藤　郁　夫

V大5 佐　藤　三　郎

V大5 青木（横山）泰彦

V大11 鈴　木　　　貞

V大20 足　立　吉　数

V大24 尾　家　玲　子

V大34 井　上　育　生

V大34 野　池　洋　行

V大52 種　村　一　郎

V大55 近　藤　　　圭

農業工学科

E2 伊 藤（橋 本） 積

E2 山　口　新太郎

E3 土 屋 昭 司

E4 山 本 洋 司

E5 高 木 　 弘

E6 後 藤 昭 夫

E大1 𠮷 澤 亮 二

E大4 青 井 幸 雄

E大7 井 村 　 実

E大8 大 野 和 男

E大12 武　田　多喜雄

家禽畜産学科

P大3 谷 口 新 助

生物資源生産学科

B大13 西 　 貴 詩

生産環境科学課程

AE大2 岩 川 裕 之

実務科

SP4 広 中 文 雄

農村工業実科

AT4 大 島 宣 夫

AT5 望 月 星 稀

AT7 永 田 和 三

農業専修科

SP17 平 澤 　 徹

SP18 松 井 　 晋

SP21 木 村 郁 夫

農村工業専修科

ST21 豊 田 景 二

旧　教　員

旧教員 上 田 雄 幹

旧教員・C22 上 野 良 光

旧教員 堀 津 浩 章

　昨年の会報99号以後、令和元年8月までに御逝去が確認された方々は、次のとおりです。
謹んで哀悼の意を表し、御冥福をお祈り申し上げます。訃　　報

　

本
学
名
誉
教
授
上
野
良
光
先
生
は
、

平
成
30
年
12
月
初
旬
に
ご
逝
去
さ
れ
家

族
葬
が
12
月
4
日
に
行
わ
れ
た
と
の
訃

報
を
、
卒
業
生
か
ら
2
日
後
に
知
ら
さ

れ
、
突
然
の
こ
と
に
言
葉
も
見
つ
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
享
年
92
歳
で
し
た
。

　

先
生
は
、
岐
阜
大
学
の
前
身
で
あ
る

岐
阜
農
林
専
門
学
校
農
芸
化
学
科
を
ご

卒
業
後
、
昭
和
24
年
に
岐
阜
大
学
農
学

部
助
手
に
採
用
さ
れ
、
昭
和
38
年
の
講

師
、
昭
和
42
年
の
助
教
授
を
経
て
、

昭
和
48
年
か
ら
農
芸
化
学
科
農
産
物
利

用
学
講
座
の
教
授
と
し
て
教
育
研
究
に

ご
尽
力
さ
れ
、
多
く
の
有
為
な
学
生
を

社
会
に
送
り
出
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
63

年
4
月
の
改
組
で
、
生
物
資
源
利
用
学

科
の
教
授
を
併
任
さ
れ
ま
し
た
が
、
当

該
学
科
の
学
生
が
講
座
配
属
さ
れ
る
前

年
の
平
成
2
年
3
月
に
退
職
さ
れ
た
の

で
、
先
生
が
指
導
さ
れ
た
学
生
は
全
て

農
芸
化
学
科
所
属
と
な
り
ま
す
。
こ
の

間
、
昭
和
61
年
か
ら
退
職
ま
で
の
4
年

間
は
農
学
部
附
属
農
場
長
と
し
て
、
農

場
の
再
編
・
整
備
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
岐
阜
大
学
退
職
後
の
平
成
2
年
4

月
か
ら
平
成
12
年
3
月
ま
で
は
、
東
海

女
子
短
期
大
学
教
授
、
副
学
長
お
よ
び

学
長
を
務
め
ら
れ
、
私
学
教
育
の
振
興

に
も
力
を
注
が
れ
ま
し
た
。

　

先
生
の
主
た
る
ご
研
究
は
、
炭
水
化

物
の
化
学
構
造
解
析
と
そ
れ
ら
の
利
用

に
関
す
る
も
の
で
、
特
に
ナ
タ
ネ
菌
核

菌
が
生
産
す
る
抗
腫
瘍
性
多
糖
で
あ
る

ス
ク
レ
ロ
タ
ン
の
基
本
構
造
を
世
界

で
初
め
て
世
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
学
会
活
動
で
は
、
日
本
農
芸
化
学

会
、
日
本
食
品
工
業
学
会
、
日
本
栄
養
・

食
糧
学
会
等
の
本
部
評
議
員
を
務
め
ら

れ
、
学
会
の
活
動
と
発
展
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

　

研
究
室
の
同
窓
会
は
2
年
ご
と
に
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
先
生
が
最
後
に

出
席
さ
れ
た
の
は
10
年
ほ
ど
前
と
記
憶

し
て
お
り
、
そ
の
後
は
体
調
等
も
あ
り

出
席
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
私
事
で
す
が
、
先
生
に
は
学
部
在

籍
時
の
卒
論
指
導
、
な
ら
び
に
岐
阜
大

学
へ
赴
任
し
て
か
ら
の
ご
指
導
ご
鞭
撻

を
公
私
に
お
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
、
生
前
の
ご
厚
情
に
対
し
て
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
皆

様
と
と
も
に
先
生
の
ご
冥
福
を
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
山
内　

亮
）

　

上
野
良
光
先
生
を
偲
ん
で



各務同窓会報
No.100　　令和元年11月30日

− 19−

　

上
田
雄
幹
先
生
は
か
ね
て
病
気
療
養

中
の
と
こ
ろ
平
成
三
十
年
九
月
十
二
日

八
十
八
歳
に
て
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。
合

掌
　

先
生
は
国
立
公
衆
衛
生
院
を
定
年
退

職
後
平
成
二
年
五
月
に
獣
医
病
理
学
教

室
の
第
四
代
教
授
と
し
て
着
任
さ
れ
、

平
成
五
年
三
月
末
日
を
も
っ
て
定
年
退

職
さ
れ
、
そ
の
在
任
期
間
は
三
年
と
短

い
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
。

　

当
時
獣
医
診
療
業
界
か
ら
の
要
望
の

強
か
っ
た
外
科
病
理
診
断
を
全
国
の
獣

医
系
大
学
に
先
駆
け
本
格
的
に
窓
口
を

開
か
れ
、
地
域
貢
献
の
み
な
ら
ず
こ
れ

を
学
生
の
教
育
研
究
に
も
資
さ
れ
ま
し

た
。
大
学
が
外
科
病
理
診
断
を
す
る
こ

と
に
当
時
の
獣
医
病
理
業
界
か
ら
の
反

発
は
相
当
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た

が
、
上
田
先
生
は
外
科
病
理
診
断
導
入

の
た
め
に
小
職
を
ア
メ
リ
カ
の
コ
ー
ネ

ル
大
学
キ
ン
グ
教
授
の
下
に
一
年
間
留

学
す
る
機
会
を
与
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

教
育
研
究
面
に
お
い
て
は
、
三
共
か

ら
柳
井
徳
磨
先
生
を
採
用
さ
れ
当
病
理

学
教
室
で
は
弱
か
っ
た
実
験
病
理
学
や

感
染
症
病
理
学
を
導
入
強
化
さ
れ
、
酒

井
洋
樹
先
生
に
引
き
継
が
れ
今
日
の
研

究
室
の
礎
を
確
固
た
る
も
の
に
さ
れ
ま

し
た
。

　

先
生
は
退
官
に
際
し
平
成
五
年
一
月

に
最
終
講
義
と
し
て
「
出
逢
い
」
と
題

し
て
、
多
数
の
教
職
員
、
学
生
、
同
窓

生
諸
氏
を
前
に
先
生
の
暖
か
い
人
柄
を

し
の
ば
せ
る
中
に
も
大
い
に
研
究
に
対

す
る
ロ
マ
ン
を
語
ら
れ
た
こ
と
が
、
講

義
の
中
の
勿
忘
草
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
と

と
も
に
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出

さ
れ
ま
す
。

　

先
生
に
は
退
官
後
そ
の
幅
広
い
経
験

と
知
識
を
生
か
さ
れ
北
京
で
実
験
動
物

学
の
指
導
を
二
年
間
に
亘
っ
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
岐
阜
在
職
中
に
覚
え

ら
れ
た
探
鳥
な
ど
の
趣
味
を
さ
れ
悠
々

自
適
に
東
京
で
お
過
ご
し
に
な
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

　

末
筆
に
な
り
ま
し
た
が
、
心
よ
り
上

田
先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

柵
木
利
昭

　

平
成
29
年
７
月
19
日
に
堀
津
先
生
が

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
87
歳
で
し
た
。

岐
阜
大
学
農
学
部
・
応
用
生
物
科
学
部

に
は
昭
和
33
年
か
ら
平
成
６
年
ま
で
在

職
さ
れ
、
堀
津
先
生
の
ご
指
導
を
受
け

た
ラ
ボ
の
卒
業
生
は
３
０
０
名
を
超
え

て
お
り
ま
す
。

　

堀
津
先
生
は
北
海
道
小
樽
市
ご
出
身

で
、
小
樽
中
学
か
ら
北
海
道
帝
国
大
学

予
科
に
進
学
さ
れ
、
新
制
北
海
道
大
学

農
学
部
農
芸
化
学
科
の
第
１
回
生
と
し

て
卒
業
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
学

院
修
士
課
程
・
博
士
課
程
に
進
ま
れ
、

昭
和
33
年
に
修
了
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
時
の
学
位
論
文
は
、
青
葉
ア
ル
コ
ー

ル
に
関
す
る
天
然
物
化
学
・
合
成
化
学

的
研
究
で
し
た
。
こ
れ
と
と
も
に
、ビ
ー

ル
の
日
光
臭
に
関
す
る
研
究
に
も
取
り

組
ま
れ
、
そ
の
成
果
は
褐
色
ビ
ー
ル
瓶

の
普
及
と
な
り
、
我
々
は
安
定
し
て
お

い
し
い
ビ
ー
ル
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

堀
津
先
生
が
、
農
学
を
目
指
し
た

き
っ
か
け
は
、
中
学
時
代
の
い
わ
ゆ

る
学
徒
動
員
、
援
農
活
動
で
、
イ
ネ
の

開
花
の
ド
ラ
マ
を
見
た
こ
と
だ
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
お
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
そ

の
頃
、
北
海
道
帝
国
大
学
理
学
部
化

学
科
に
在
籍
さ
れ
た
お
兄
様
か
ら
化
学

に
関
す
る
お
話
を
伺
い
、
化
学
に
興
味

を
持
っ
た
と
述
懐
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
農
芸
化
学
の
領
域
に
興

味
を
持
っ
た
の
は
自
然
の
成
り
行
き
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

堀
津
先
生
は
、
博
士
課
程
修
了
後
、

直
ち
に
本
学
に
奉
職
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
岐
阜
大
学
へ
の
着
任
後
は
研
究

フ
ィ
ー
ル
ド
を
天
然
物
化
学
か
ら
応
用

微
生
物
学
に
変
更
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
成
果
は
、「

に
よ

る
ア
ル
ド
ペ
ン
ト
ー
ス
よ
り
ケ
ト
ペ
ン

ト
ー
ス
へ
の
変
換
酵
素
と
そ
の
制
御
機

構
」
と
題
し
て
ま
と
め
ら
れ
、
昭
和
45

年
度
に
日
本
農
芸
化
学
会
奨
励
賞
を
受

賞
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

堀
津
先
生
は
、「
微
生
物
屋
は
八
百

屋
だ
」、
と
よ
く
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
、「
何
で
も
勉
強
だ
」

と
も
い
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
微
生
物

学
の
基
礎
的
な
学
理
か
ら
応
用
ま
で
広

く
視
野
に
入
れ
て
研
究
さ
れ
、
留
学

さ
れ
た
カ
ナ
ダ
のN

ational Research 

Council

で
は
ク
エ
ン
酸
発
酵
リ
ア
ク

タ
ー
に
つ
い
て
学
ば
れ
ま
し
た
。
こ
れ

が
、
帰
国
後
の
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
固
定
化

バ
イ
オ
リ
ア
ク
タ
ー
の
開
発
に
つ
な
が

り
、
日
本
酒
や
醤
油
の
速
醸
造
の
研
究

と
な
っ
て
ゆ
き
ま
し
た
。

　

農
場
長
や
学
科
長
な
ど
の
管
理
職
で

お
忙
し
い
中
、
日
本
農
芸
化
学
会
評
議

員
、
日
本
生
物
工
学
会
評
議
員
、
廃
棄

物
学
会
編
集
委
員
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、

関
連
学
会
の
発
展
に
も
大
き
く
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
一
連
の
応
用
研

究
は
、
平
成
５
年
度
の
廃
棄
物
学
会
有

効
賞
と
岐
阜
新
聞
大
賞
の
受
賞
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。

　

堀
津
先
生
は
、
ひ
ょ
う
ひ
ょ
う
と
し

た
シ
ャ
イ
な
性
格
で
、
博
覧
強
記
で
あ

り
ま
し
た
。
旧
制
帝
国
大
学
の
雰
囲
気

を
残
し
た
方
で
し
た
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
音

楽
へ
の
造
詣
が
深
く
、
退
官
記
念
講
義

「
来
た
径
、
行
く
路
、
菌
の
途
」
の
最

後
は
シ
ョ
パ
ン
の
「
別
れ
の
曲
」
で
締

め
く
く
ら
れ
、
心
の
豊
か
さ
と
奥
深
さ

を
感
じ
た
次
第
で
し
た
。
な
お
、
退
官

記
念
講
義
「
来
た
径
、行
く
路
、菌
の
途
」

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望

の
方
は
同
窓
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

堀
津
先
生
の
ご
冥
福
を
祈
り
つ
つ
、

筆
を
お
き
ま
す
。

髙
見
澤
一
裕

　

上
田
雄
幹
先
生
を
偲
ん
で

　

堀
津
浩
章
先
生
を
偲
ぶ
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生命科学・化学専攻

岐阜大学・インド工科大学グワハティ校国際連携食品科学技術専攻

朝岡　美帆
阿部真由子
伊藤　歩未
大野　智生
落合　悠斗
小野田航太

川西　美帆
隈部　彩子
斎藤　真澄
章　　玉澄
杉野　元希
角　　結希

高橋　右京
高橋　舞菜
竹市　華帆
竹内　瑞紀
竹内　梨乃
竹田　玲奈

月村　　凌
外島　　響
豊島　智三
豊田　梨帆
西村　玲音
萩野　瑠衣

濱中　康平
深津萌々花
福岡　晃帆
古田　裕美
松原　実穂
水谷　　匠

L I U  Z I L U
安藤　春希
入谷　隼多
江藤　槙一
大島　悠輔
荻野　颯人

神谷　　竣
國枝　美沙
近藤　沙李
鷲見　茜音
髙野佳代子
塚本謙一郎

中島　里穗
永田幹太朗
服部　香織
服部　　豊
日比　麻友
兵藤　健斗

船橋江美子
MA PENGLI
増田　凌也
松尾　泰聖
村山　建斗
森　夕希子

山路奈菜子
山本　和夫
YE YUYANG

青 柳　 建 志
齋 藤　 結 女

土 屋　 綾 香
丸 山　 春 花

岐阜大学（53）　　　　ハルビン師範大学　　　　九州工業大学　　　　大阪工業大学　　　　中部大学　　　　龍谷大学

岐阜大学（4）　　　　インド工科大学（4）

KORGAONKAR PRIYANKA VILAS
M A Y A N K  S H A R M A

R U P E S H  K U M A R
SANJAY RAGHUWANSHI

岐阜大学農学部・応用生物科学部創立100周年記念事業

　岐阜大学農学部は2023年をもちまして創立100周年の記念すべき年を迎えます。前身である岐阜高等農林学校が1923年12月
に官制交付され、翌24年４月、現在の各務原市（旧稲葉郡那加村）に開設されました。1982年には岐阜市柳戸の現在のキャン
パスに移転し、2004年４月、岐阜大学の法人化と同時に、応用生物科学部として新たな歩みを始め、現在に至っております。
　少子高齢化社会、そして縮小社会と大学にとって大変厳しい時代を迎えています。一方で、本学部は高校生からの人気も高く、
地域からの期待も大きいことから、地域への貢献を標榜する岐阜大学にあって、存在感をもって光り輝くことができています。これも、
これまでの同窓生の皆様のご活躍の賜と深く感謝申し上げる次第です。記念すべき100年を機に、農学部から応用生物科学部へと
歩んできた道を振り返り、さらなる前進と飛躍を期し、同窓生の皆様と慶びを分かち合うため、創立100周年記念事業会を発足し、
４年後の100周年記念事業の内容を検討しているところです。
　100周年記念事業として、記念式典・祝賀会の開催や記念誌の発行などを予定していますが、最も力を入れていきたいことは、
各務同窓会各支部の活性化です。現在、各地域にあります支部では定期的に同窓会を開催し、会員相互の親睦が図られているなか、

「参加者が減少している」「会員の高齢化が進んでいる」などの声が聞かれるようになりました。こうしたことから、100周年を契機に、
各支部での活動を活発化できないかと考えています。支部活性化の具体的な方法については、今後検討してまいりますが、何卒こ
の趣旨にご賛同いただき、募金という形で御支援をいただきますよう、心よりお願い申し上げます。
　４年後になりますが、同窓生の皆様とともに農学部・応用生物科学部創立100周年をお祝いするとともに、これを契機に会員各
位のより一層の交流が図られ、各地域での同窓会の活動が活発になりますことを期待しております。

■ 100周年記念事業内容（案） ■
１　記念式典等
　　　開催日　2023年６月３日（土）
　　　場　所　岐阜大学及び岐阜市内のホテル
　　　内　容　講演会・植樹（大学）、
　　　　　　　式典・祝賀会（ホテル）
　　　備　考　会費制
２　記念誌の発行
３　支部活性化のための支援事業　等

■ 募　金 ■
　記念事業を行うためには少なからぬ費用が必要であ
り、皆様からの募金に依存しなければならないのが事実
です。何卒、諸事情御賢察いただき温かい御支援を賜り
ますよう発起人一同心よりお願い申し上げます。
　１口２千円にて募金を募りますので、別添の振込用紙
にて振込みいただきますようよろしくお願いします。
　５口以上募金いただいた方には、記念誌の贈呈を予定
しております。

応用生物科学部長　杉山　誠

■ ロゴマーク・キャッチフレーズの募集 ■
　100周年記念事業を展開するに当たって、印刷物や記念式
典など様々な場面で使われるロゴマークとキャッチフレーズ
を募集いたします。
＜募集要項＞
　岐阜大学農学部・応用生物科学部創立100周年記念である
ことが分かる、未発表のもので、100周年に向けた取組みを
PRするのに適していること。
○応募期間
　2019年11月１日から2020年４月30日
○決定・公表
　100周年記念事業会役員会で決定し、2020年６月の代表
者委員会で公表します。
　100周年記念式典において、表彰を予定しております。
○応募方法
・応募は郵送もしくはメールでの受付となります。

・氏名、住所、電話番号の記載をお願いします。
・�ロゴマークはカラー、単色は問いませんが、モノクロ印刷

でも使えること。
・大きさは自由です。
・キャッチフレーズは、20文字程度以内とします。
○送付先
　〒501-1193　 岐阜市柳戸1-1  岐阜大学各務同窓会  事務局
　TEL（058）293-3411　　 E-mail ob-abs@gifu-u.ac.jp
○著作権の取扱いについて
　採用されたロゴマークおよびキャッチフレーズに係る一切
の権利は、すべて岐阜大学各務同窓会に帰属することとしま
す。 採用されたロゴマークおよびキャッチフレーズは、岐
阜大学農学部・応用生物科学部創立100周年記念事業に関す
る各種印刷物や記念式典等において使用します。
○個人情報について
　採用応募者の氏名等は、会報など各務同窓会関係の印刷物
に記載しますが、それ以外の用途に使用いたしません。



　平成 20年から、始まりました寄附金制度は趣意書にもありますように継続していきますので、

本年度もご協力の程よろしくお願いいたします。
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皆
様
に
は
日
頃
か
ら
各
務
同
窓
会

の
活
動
に
ご
協
力
頂
き
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
初
に
皆
様
に
お
伝
え
す
べ
き
こ

と
は
、
２
０
２
３
年
6
月
に
学
部
創

立
１
０
０
周
年
の
節
目
を
迎
え
る
に

当
た
り
、
記
念
事
業
の
た
め
の
募
金

活
動
が
近
々
強
化
さ
れ
る
こ
と
で
す
。

ど
う
か
皆
様
に
は
絶
大
な
る
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

次
に
、
各
支
部
の
今
後
の
同
窓
会

活
動
を
継
続
し
て
い
く
上
で
参
考
に

な
る
現
状
と
課
題
を
述
べ
ま
す
。

　

IoT

やAI

が
普
及
し
、
我
々
は
生
活

の
大
部
分
を
ス
マ
ホ
に
頼
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
今
後
の
社
会

生
活
も
激
変
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。
岐

阜
大
学
に
お
い
て
も
名
古
屋
大
学
と

法
人
統
合
し
、
令
和
２
年
度
か
ら
新

し
い
東
海
国
立
大
学
機
構
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
尊

重
さ
れ
る
の
が
、
人
間
の
心
が
通
い

合
う
「
繋
が
り
」
で
す
。
ま
さ
に
各

務
同
窓
会
は
、
伝
統
あ
る
岐
阜
大
学

農
学
部
お
よ
び
応
用
生
物
科
学
部
に

根
付
い
て
い
る
心
の
繋
が
り
の
象
徴

で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、「
繋
が
り
」
を

強
化
し
な
が
ら
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
相

応
し
い
同
窓
会
力
を
整
備
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

一
方
で
厳
し
い
現
実
が
あ
り
ま
す
。

い
く
つ
か
の
支
部
で
は
、
活
動
の
継
続

が
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
原
因

は
、
会
員
の
高
齢
化
以
外
に
、
近
年

の
卒
業
生
は
同
窓
会
活
動
意
欲
が
低

く
、
先
人
達
が
築
い
て
き
た
心
の
繋

が
り
を
引
き
継
ぐ
組
織
運
営
構
造
に

な
っ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

今
の
卒
業
生
に
農
学
科
、
林
学
科
、

農
芸
化
学
科
、
農
業
工
学
科
、
家
禽

畜
産
学
科
と
い
っ
て
も
親
近
感
は
感

じ
ま
せ
ん
（
獣
医
学
科
は
別
で
す
）。

一
方
、
年
配
の
同
窓
生
は
、
現
在
の
応

用
生
命
科
学
課
程
や
生
産
環
境
科
学

課
程
出
身
者
と
接
し
て
も
、
自
分
と

の
繋
が
り
を
感
じ
ま
せ
ん
。
同
窓
生

が
支
部
会
に
参
加
し
て
最
も
期
待
す

る
の
は
、
同
じ
学
部
の
出
身
者
と
い

う
よ
り
も
、
学
科
・
課
程
・
研
究
室

繋
が
り
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ま
で
の
学
部

改
組
で
、
こ
の
よ
う
な
垂
直
的
繋
が

り
が
薄
め
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
同
窓
会
員
の
皆
様
に
お
伺

い
し
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
相
応

し
い
新
旧
同
窓
生
同
士
の
繋
が
り
を

紡
ぐ
に
は
ど
の
よ
う
な
支
部
活
動
が

望
ま
し
い
の
で
し
ょ
う
か
。
皆
様
の
忌

憚
の
な
い
ご
意
見
を
同
窓
会
事
務
局

に
お
寄
せ
下
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

詳しくはこちらを確認してください。

令和元年 11 月 30 日

岐 阜 大 学 各 務 同 窓 会
〒501—1193  岐阜市柳戸1—1

TEL（058）293—3411　FAX（058）293—2841
振替　00820—9—12742

http://www.abios.gifu-u.ac.jp/kagami/
e-mail　ob-abs@gifu-u.ac.jp

第 100 号

申込書の記入方法
＊申込書に必要事項をご記入の上、下記の
住所へお送りください。

〒501−1193　岐阜市柳戸1－1
岐阜大学応用生物科学部学務係気付
　　　　岐阜大学各務同窓会事務局

住所氏名を記
入 し、 押 印 し
てください。

金額を記入し
てください。

【申込書】

　詳細は同封の「応用生物科学部への寄附金拠出

のお願い」及び「趣意書」をご覧ください。

　お申込みいただきました２週間程あとに、応用

生物科学部より、郵便局の振込用紙を送付いたし

ますので、ご入金いただきますようお願いいたし

ます。

寄附金のお願いについて

あ
と
が
き


